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第一章 緒 言

肋膜炎ハ日常吾人 ノ最 モ屡 ζ遭遇 スル疾患 ノー

ッデ、Laennec(1786年)ノ 記載以束こ多敷 ノ墾

者 ノ研究二依ツテ、所謂特髪性肋膜炎ノ・、病理

解剖學的、細菌墨的拉二臨昧的二殆 ド全テ結核

二基因 スルモノデァル事 ガ明ニサレ、結核研究

上肋膜炎 ノ問題ハ重要ナー項 デ、之ノ統計的観

察モ亦意義 アルモノト信ズル｡其 ガ爲之 ノ報告

へ 彼我雨國二於 イテ今迄二獲表サ レタモ ノ實

二無数 デ枚屡ニ逞 ナイ程 デアル｡余 等モ大正10

年1月 カラ昭和14年12月 二至ル満19年 間 慶

磨義塾大學病院 内科 二 入院 多タ肋膜 炎 患者

2934名 二就 イテ、 臨躰的統計的観察 ラ行 ツタ

ノデ其 ノ主要ラ報告スル｡此 塵二調査材料ラ、

入院患者バカリニ限定 シタノノ・、観察ヲ出束得

ル丈精確ニシタ爲デァル｡倫 此観察例・・:含マ レ

タ肺炎、癌及ビ化膿匪疾患二綾嚢 シタ非結核性

肋膜炎テ除 イタ残 リノ結核性肋膜炎ハ、所謂特

嚢性肋膜炎デアツテ、嚢病當時肺臓所見著明デ

ナイモノバカリデアル｡

第二章 肋膜炎ノ頻度

(1)入 院 患 者 線 数 二封 スル割 合

本 邦 二於 イテ ノ文 獣 ラ見 テ、 結 核 性 肋 膜 炎 ノ入

院 患者 頻 度 昌 關 スル諸 家 ノ報 告 テ、 一 括 シ テ表

s:`掲グル ト、 第1表 ノ如 クデ其 頻 度i奪ハ6 .9%

乃 至11・7%ノ 間 ニ ア ツ テ、地 方 ニ ョ ヅ テ幾 分 差

違 ラ認 メ ラ レル｡殊 二 出井 氏 ハ、 陸 軍 ノ調 査 二

於 イテ北 海 道、 奥 羽等 ノ寒 地 ニ ハ 多登 シテ、 毫

潜 、 九州 等 ノ温 暑 地 ニ ハ少 イ ト報 告 シテ ヰ ル,

余 等 ハ、 上 記 期 間 二 内科 入 院 患 者 纏 教25135名

中肋 膜 炎 患 者 入院 総 撒2934名 ラ認、メ タ｡即 チ

肋 膜 炎患 者 入院 縮 藪 ノ内科 入 院 患 者 総 敷 二封 ス

ル割 合 ル・、11.7%デ アルe爾 結 核 性 肋膜 炎 患 者

総 籔2843名 ノ割 合 ノ・、.11.3%二 雷 ツテ先 人 諸

家 ト 教 スル(第2表)｡
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第 雲 表

報 告 者 名 淘蜥 際 劃 翠 劃 雑 鑑惚馨勢
畝

池 山 東 京1大15 13110200 11・21増 加 ノ傾 向 ア リ

吉 田
1一

金澤1昭3 612730 83麗 加ノ傾向ナン

山 田 札幌1昭9
1

1015098 8.娼 増 減ナ ン

吉 瀬 金 澤{昭10…

諺

9{3778 11.7i増 滅 ナ シ

光 臥 長 野、山 中 岡 山i昭10 9}3825 10.31
…

城 鳳 池 谷1大 蓮1昭12

杉 本、 鵬 谷 京都;昭13

}

518081 .9.11培 加 ノ傾 向 ア リ

1015000 11.7

林 、 生田、 武 田」 大阪 昭14 18.14941 6.9墳 減 ナ ン

帯

第2表 年 度別ニ ヨル肋膜炎患者数(入院)
「
年劇 入階 襯 酬 膿 炎患緻(%)

大 正10年 噸 霧 ・・4(1・・7){婁ll

日11年
咄

9餌{婁 護 ・31(13・6){婁1♀

,,12年 1・49{婁1器 ・22(11・6){婁 鉾

,,13年 … ・・25綾 騒1 ・32(・1・7){嬰1舞

"14年 12・・撰 塞8 敬12・8){婁1含

,,15年 1・83縷 朧 1磁(・翫9){婁 §き
L

昭和2年 1422{婁 器1 183(・2湧{婁1讐

15・・爆1器 266(・7・7){婁 魏,,3年

,,4年 1鰍婁 欝
一

2・2r15・1){婁1§9

,,5年 1333{嬰 騰 ・53〔・1・5・{男ll

,,6年 ・16・{婁劉 ・2研9){婁ll

,,7年 1・13{婁 象ll:1・4気9・3)縷 露

,,8年 138・爆1§1 142(1・ ・3)縷 器

,,9年 149・{婁1量1 ・52(・…)縷111

,,10年 1635縷 朧 ・46(8・1)爆91

,,11年 翻優 謝 ・7・(…4){婁 胃

,,12年

一 一

"13年

ダ

・49・縷 §舞 ・73(1・・6){髪111

1663倭 琴ll ・81(15・6)傑1鴇

,,14年 1396{婁 乙ζ8 ・18(8・5)縷 箋

翫 25・35{婁潔1 2934(…7)縷 嬬

(2)年 度 別 ニ ヨル頻 度

各 年 度 別 二於 イ テ肋 膜 炎 患者 ハ、 内科 入院 患 者

線 撒 ノ8.1%カ ラ17.7%ノ 割 合 デ本院 工牧 容 セ

ラ レテ、昭 和3年 度 ノ17.7%最 大 、次 二昭 和13

年 度 ノ15.6%、 昭 和4年 度 ノ15.1%ノ 順 デ、昭

和10年 度ノ8.1%ガ 最 小 ノ成績 ヲ 示 シテ ヰル

(第2表 〉｡而 シテ此 ノ理 由 ハ不 明 デ アル｡第1

表 二見 ル如 久 池 山 、 城 野 及 ビ池 谷 氏 ハ、 増 加

ノ傾 向 テ認 メ タガ、 吉 田 、 山 田、 古 瀬 、 林 、生
と

田 及 ビ武 田 氏 等 ノ・増 加 ノ傾 向 無 イ トジテ ヰ ル｡

第3表

報 告 者
一一 　 コ

Gse日

大 沼

Silberschmidt

Grober

岩 崎

城 野、池 谷

宮本、井下其他

山 田

池 山

吉 田

Carel】as

光 田 其 他

Zeckgrt

編 島、武 田其他
ぎ

古 瀬

Mu蹴me

林 、生 田 、武 田

白 石 其 他

保 坂

男 性{封 女 性 ノ比

3':1

3:1

2.5:1

2.3:1

2.06:1

2:1

1.8:1

1.7:1

1.7:1

1.64:1

1.5:1

1.4:1

1.35:1

1.3:1

1.3;1

1｡3;1

1｡2:1

L2:1

1:1.7
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第 4 表

性 入院瀦 鰍 陣 臓 瀦 酬 百郷
男

亟一
14820(59.0%)1759(60.0タ6) 11.9

ψ11
.4女 1｡3、5(螺{、175(鰯

計 25.135i2934 11.7

男野女 1.4}15:1 …

余 等 ノ成績 二於 イテハ,檜 加叉 ハ減 少 ノ傾 向 テ

伺 フ事 ハ不 可能 デ アル｡

(3)牲 別 ニ ヨル頻 度

結 核性 肋 膜 炎 ニ ノ、、 女 性 ヨ リモ男 性 力多 ク罹 患

スル ト♂・多撒 ノ學 者 ガ認 メル所 デ(Gsell,Silbe-

rschmidt,Grober,H㏄hstetter,Tuz,大 沼 、

岩 崎 、城 野 及 ビ池 谷 、 宮 本 及 ビ井 下 氏 等 、第3

表)、 其 理 由 トシテノ・外 因 的障 碍 即 チ「アル コー

ル」濫 用、 過 努 、 外 傷 、感 冒 等 ノ生 活 的 影響 夢認

メテ ヰ ル カ、反 之 シテ唯 保 坂 氏 ノ成 績 ノ・女 姓 ノ

多登 ヲ示 シテ ヰル｡比 率 ノ上 デ女 姓 ガ多 イ トス

ル者 ハ、 古 瀬 、 白石 及 ビ薄 井 氏 其 他 デ アル｡全

ク同数 ヲ示 シタ者 二Frederisken,雨 性 間 ニノ・

大 差 無 イ ト云 フ者 二Carellas,Scheel&Foien,t

Mumme,Sylla,山 田、林、 生 田 及 ビ武 田 氏等 ガ

ア ル｡余 等 二於 イ テノ・、 肋 膜 炎 患 者 縮 撒2934

例 中、 男 性1759例(60.0%)、 女 性1175例(40・0

%)デ 、 男 封 女 ノ比 ハ1.5:15ナ ツ テ縄 封 激 デ

ハ多 イ｡一 般 的 二如何 ナ疾 患 轟 モ男 性 ガ、紹 封

的 二多 ク入 院 ス ル ノデ、 内科 ス院 患 者 縮 撒 ノ男

封 女 ノ比 ハ1.4:1ト ナ リ、 之 二依 ツ タ見 ル ナ ラ

バ、 男 女 雨 性 間 ノ罹 患 卒 ハ ヤ ヤ男 牲 二大 デ アル

ガ、六 キ イ差 違 テ認 メナ イ トス ル ノガ妥 當 ト思

ノ・レル(第4表)｡

第三章 肋膜炎ノ分類

肋 膜 炎 ノ大 部 分 ハ、 漁 性 肋 膜 炎 デ アル事 ハ先 人

諸 家 ノー 致 スル所 デ、 岩 崎(97.5%)、 出井(94、8

%)M城 野 及 ビ池 谷 氏(91｡3%)等 ノ報 告 ガ 最 高

デ、 殆 ド60.0%以 上 ニ ナ ヅ テ ヰ ル(第5表)es

第5表

灘 矧 難%{陳 難 儲
62｡41…8.

陳薄性、癒 著

性及 ビ肥 厚性
28.43%

1.9,,

14.1,,

覧

8.6,,

7.9,,

29.7,,
一

49.3,,

%デ 最低デアルガ、 癒著性49.3%デ 最高ヲ示

報 告 者

白石、薄井其他

越 野・池 谷
畠山、 山崎其他

編 島、武 田其他

林 、芦生 田、 武 田

山 田

岩 鶏 崎

鈴 木 、 池 田

Grober

宮本、井下其他

古 瀬

9・・3〔 亘 、

46・8i

75.6i 24.4

79.2/「 薦

81.7}9.7 　

97.5i2.5

80.4-i11.1

喉
0の47

0ご03

8の51

60・0%以 下 ノモ ノエハ 、 畠 山 、 山崎 、齋 藤 、 山

本及 ビ菅 野 、 宮 本 、 井 下 、 田 中及 ビ小 島、 古 瀬

氏等 ノ成 績 ガ アツ テ、 宮本 氏等 ハ灘 性、 乾姓 及

甘 陳薔 姓 二殆 ド同 卒 テ示 シ、古瀬 氏 ハ漁 匪15・8

第6表 肋膜炎ノ概括的分類

類分ノ炎膜肋

炎
ア

膜

膜

肋

肋

性

性

乾

灘

1

薩
ユ

炎履肋隔
炎

炎

莫理

膜

肋間

肋

葉

尖

肺

肺

皿 陳醤性及癒 著性肋膜 炎

IVや肋 腹 膜 炎
{

輔 韓 肋難
計

陣 酬　大
21

1853

5

7

1

108

鯛

44

36

11

2934

%

7.60

63.20

0」7

0.23

0.03

3.70

22.00

1.40

L20

0.37

ス｡余 等 ハ肋 膜 炎 ヲ第6表 ノ様 二、 主 トシテ乾
　

性 、 漁 性、 陳 菖 性 及 ビ癒 著 性 、 肋 腹 膜 炎 及 ビ非

結 核 性 ノモ6二 概 括 的 ユ分 類 シ タ｡此 中、 最 多

籔 ヲ占 メ ル モ ノハ 、注黒性肋 膜 炎 デ、 全 肋 膜 炎 患

者 ノ63・2%二 相 當 シテ ヰ ル｡肋 腹膜 炎22.0%

デ之 ・=.次イデ、 乾 性 肋 膜 炎7.6%ノ 順 デ アル｡
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第四章 肋膜炎二就 イテノー般的親秦

(1>罹 患 年 齢

i結核 性 肋 膜 炎 二於 イテ15-20歳 二多 登 スル ト

報 告 シ タ人 々 ハ、 爾 島、 武 田及 ビ秋 田、 白石 及

第
～＼

＼ 年齢別、＼

肋膜炎♪種類 ＼.
乾 性 肋 膜 炎

7表 罹

ビ薄 井 其 他 、出 井 、鈴 木 及 ビ池 田、古 瀬 、金 井 氏

等 デ、21--25歳 ガ大 多 教 ヲ占 メ ル ト登 表 シ タ人

々 ニ ハ、 城 野 、 及 ビ池 谷 、宮 本 、井 下 及 ビ其 他 、

患 年

灘 性 肋 膜 炎

縦 隔 肋 膜 炎

肺 葉 問 肋 膜 炎
蜘

肺 尖 肋 膜 炎

陳御牲及癒著性肋膜炎

肋 腹 膜 炎

非
結
核
性
肋
膜
炎

化

計

膿 性

肺 炎 績 登 性

癌

縛、

計

腫

計

性

15諺9歳21拷1鞭 歳31諾1歳

4763

(21.3)(28.5)

543594

(29÷ →(32÷

}

2
(28.6)

6-bu

26…

(24.1)

214

(33.0)

832

(29、2)

7

(15.9)

6

(16.7)

0

0

0

13

(14.3)i(22.0)
845892

(28.8(30.4)

27

(25.0)

188

(29.0)

872

(30.6)

10

(22.7)

「

(25.0)

1

(9.1)

20

り　
2i

(28.76) 　　

Oi
(10｡.｡)

20117

(18.5)1(15.6)

11188

(17.2)(13.6)
　

(48317.0)1(1111)
5}4

(11｡4)1(9.1)

79

(19.4)(25.0)
ミOi
(27.1)

12i16
(13.2)}(17.6)

495i385
(16.9){(13.3)

3837

(17.2)(16.7)

310224

(16.7)(12.1)

20

(40.0)ir、,

2

(28.6)

齢

と　

41潔 歳51紹 上i

吉 田 、笠 井 、山 田 、林 、 生 田 及 ビ武 田 、Zeckett,

Schee1《 量Foien,Schottm込11er,Frederisken,

Hochstetter,Mnmme等 ガ ヰ ル｡21-30歳 テ

最 高 トス ル 者=、Grober,Tuz,大 沼 、 保 板 、

岩 崎 氏 等 ガ 有 ル｡畠 山 、 山 崎 及 ビ齋 藤 、 吉 田 、

伏 島 氏 、Bruns,Sylla,Gse11ハ15-25歳 ユ 多

イ ト云 ツ テ ヰ ル｡然 シKutschemaノ ・30歳 二s

Carellasノ ・36-50歳 ニ … 番 多 ク嚢 生 ス ル ト報

告 シ テ ル｡以 上 ノ文 獣 デ 見 テ モ 、 肋 膜 炎 ノ・何 レ

ノ年 齢 ラ モ 問 ハ ズ ニ 普 偏 的 二嚢 生 ス ル モ ノ デ ア

ル ガ 、 殊 ユ 青 年 期 轟 多 登 ス ル ト イ フ事 ハ 諸 家 ノ

殆 ドー 致 ス ル 結 果 デ ア ル｡余 等 ノ成 績 ノ・第7表

21115

(9｡5、1(6.8)

9389

(5.Ol(4.8)

12

(20.0)(40｡0)

01

(14.2)

0

(15.9)i(25.0)

10
(9.3)

32
(5｡0)
157
(5.5)

7

2

(5.6)

3

(27.3)

・12

(13.2)

169

(5.7)

ol

(7.2)

(152'3)

(1304.6)

11

3
(8.3)

4
(36.4)

18
(19.7)

148
(5.0)

計
}"

221

1853

5

7

1

}

108

648

2843

44

一

36

11

91

2934

ノ如 クデ、総 計 二於 イテ15-25歳 デ ノ・實 二59、2

%ノ 罹 患 卒 ヲ示 シ、 爾 後 年4長 ズ ル ニ随 ヅ テ漸

次 減 少 テ示 シテ ヰ ル｡之 ヲ結 核 姓 及 ビ非 結核 性

二分 ケテ見 ル ト
、 結 核 性 肋 膜 炎 デ ル・、21--25歳

ガ30・6%デ 最 高 位 、15-20歳 ガ29.2%デ 第 二

位 、26歳 以 後 ハ年 ヲ檜 ス ト共 二漸 次 減 少 シテ諸

家 ノ成績 ニー 致 ス ル.非 結 核 性 二就 イ テハ、肺炎

績 登 性 及 ビ化 膿 性 多 カツ タ爲21-25歳 ガ22.0

%デ 最 高 、 癌 腫 性 多 カ ツ タ爲51歳 以 上 ノ部 ガ

19・7%デ 之 ニ次 イデ ヰ ル｡

(2)螢 病 ト季 各行 ヤ
季 節 ニ ハ全 然 關 係 ナ イ トス ル者 論、Ziemsen、
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第8表 蛋 病 ド 季 節
1

月別

種類

一 月

(%)

二 月

(%)

ε 月

(%)
四 月
(%)

五 月

(%)
六 月
r%)

七 ・月
(%)

八 月
ぐ%)

九 月
(%)

十 月
(%)

十 一 月

(%)

∫

‡調 計
乾 性 肋 膜 炎 19

(8.6)
22

(10.0)
22

(10.0)
ユ9

(8.6)

20
(9.0)

17

(7.7)

セ1

(9.5) (167｡2){(8警)・(61書)

13
(5.9)

20
(9.0)

221

灘 性 肋 膜 炎 148

(8.0)

ユ64

(8.8)

171
(9.2)

191
(10.3)

197
(10.6)

188
(10.1)

141
(7.6)

133
(7.2)

一

144147
(7.8)i(7.9)

112
(6.0)1

117
(6.3)

1853

}

縦 隔 肋 膜 炎 1
(20.0)

1
(20.0)

1
(20.0)

2
(40.0)

5

肺葉問肋膜炎
1

2
(28.6)

1
(14.2)

1

α4.2)

1
(14｡2) 1 i2

i(28・6)

7
ド

肺 尖 肋 膜 炎{
…

9

(8.3)

∫

1
(100.0)

{
i鳳

i 1

陳 奮 性 及 癒
著 性 肋 膜 炎

7

(6.5)

1右

(14.8)

8

(7.4)

9

(8.3)

11

(10.2)

7

(6.5)

11

(10.2)

{

7111

(6.5)}ζ10.2)

6

(5.6)

6

(5｡6)

108

;

肋 腹 膜 炎i49

i(7・6)

38
(5.9)

53
(8.2)

60
(9.3)

74
(11.4)

58

(9・0)

68
(10.5)

60
(10.5)

67
(10.3)

49
(7｡6)

33
(5.1)

39
(6.0)

棚

計1223
(7.8)

233
(8.2)

262
(9.2)

281
(9｡9)

301
(10.6)

275
(9.6)

237
(8.3)

222
(7.8)

237
(8.3)

221
(7.8) (lll)i(乙ll)

垂

翻

非 化 膿 性 3
(6.8)

8
(18.2)

9
(20.5)

4
(9.10)

3
(6.8)

4
(9.1)

3

(6.8)一
1

(2.3)
2

(4.5)
4

(9.1)
嘲

`45)
211;騒

(2.3)

1∫一 性
炎

9
(25.0)

4
(11.1)

6

d6｡7)
5

(13.9)
2

5.6)
1

(2.8)
1

(2.8)
2

(5.6)
2

一

(9.1)

4
(5・6)μ1・1)

36

:肋悔
性 2

(18.2)
1

(9｡1)
3

/27.3)
1

(9.1)
1

(9.1)
1

(9.1)

1
(9.1)

11

計 14
(15.4)

13
(14.3)

15
(16.5)

12
(13.2)

5
(5.5)

6
(6.6)

4
(4.4)

3
(3.3)

3
(3.3)

6

(6.6)

5
(5｡5)

5
(5.5)

91

縛、 計 237
(8｡0)

246
(8.4)

277
(9.5)

293
「10.0)

306
(10.4)

281

(9.6)

241
(8.2)

225

ぐ7.6)

240
r8.2)

227
(7.7)

170

(5.8)

191
`6.5)

2934

畠山氏 及 ビ共 同 研 究 者 ガ デル｡1月 、2月 、3

月 ノ冬 季 カ ラ初 春 二多 イ ト云 フ者 二、Sylla,金

井 、 山 田、 鈴 木 又 ビ池 田 氏等 ア ツ テ、 本 邦 報 告

者 ハ何 レモ札 幌 ノ成 績 テ アゲ テ ヰル ノデ、 北 海

道 ノ様 ナ寒 冷 地 デハ 冬季 二家 族 的 結 核 感 染 ノ容

易二行 バ レル爲 カモ知 レナ イ｡Frederisken,H.

Schottmuller,Tuz,Gsen,Scheel&Foien,

Zeckert,城 野 及 ビ池谷 、吉 田氏 等 ノ・春 季 二多嚢

スル ト、林 、生 田及 ビ武 田、 古 瀬 、 岩 崎 、伊 東'

及 ビ麺 谷、 福 島及 ビ其 共 同研 究 者 、 出 井 氏等 ハ

春 季 ゴ リ初 夏 ノ候 二多 イ ト云 ツテ ヰ ル｡夏 季 二

多 イ トスル者 ル・、Allard,Mumme,宮 本及 ビ

井 下、保 坂 、・白 石及 ビ其 共 同研 究 者 等 デ ア ツテ、

以 上 ノ成績 ハ必 ズ シモー 致 シテ ヰ ナ イ｡余 等 ノ

成績 テ、 第8表A表 示 ス ル ト、 総 計 二於 イ テ

5月 最 上 位 デ10.4%、4月10.0%、6月

9.6%、3月9・5%ノ 順 デ アル｡即 之 ヲ四季 ・・:・

塵 別 ス レバ 、春 季29.9%、 夏 季25.4%、 秋 季

21.7%、 冬 季22.9%ト ナ ツ テ、春 季 ニー 番 多 ク、

夏 季 之 二次 イデ ヰ ル｡結 核 姓 及 ビ非 結 核 性 二分

ケ テ見 ル ナ ラバ、結 核 性 ノモ ノノ・5月(10.6%)、

4月(9・9%)、6月(9｡6%)、3月(9.2%)ノ 順 ト

ナ ツ テ春 季 カ ラ初 夏 二多 ク、殊 チ春季 二多 イ貼

ノ・Gse11ノ 所 謂Frtihlingsgipfelテ 示 シテ ヰ

ル｡非 結 核 性 ノモ ノデハ 、3月(16・5%) 、1月

(15・4%F)、2月(14.3%)二 多 イ トイ フ結 果 テ得

テ ヰ ル ガ、 之 ノ・此 ノ時期 二肺 炎 績登 性及 ヒ墨化 膿

性 肋 膜 炎 ガ多 カ ヅ タ爲 デ アル｡

(3)罹 患 側,

從 來 ノ統 計 二於 テハ 白石 氏等 ハ 右側60.57%、

左 側35.16%、 雨 側3、74%、 城 野 及 ビ池谷 氏 ハ

右 側56.3%、 左 側43｡7%、 福 島及 ビ武 田氏 等 ノ、

右 側54・1%、 左 側34.8%、 雨 側11.1%、 出 井

氏 ハ右 側45-54%、 左側24-36%、 雨 側6-9
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つ6
、 大 沼 氏 ハ右 側53・0%、 左 側43・2%、 爾 側

3.8%、 宮 本 及 ビ井 下氏 等 ノ・右 側54.4%、 左 側

38.3%、 雨 側7.3%、 保 坂 氏 ノ・漁 性 デ右 側58.2

%、 左{則22.4勿 、 爾 側19.4%、 陳 藷 性 デノ・右 側

69.2%、 左 側25.0%、 雨 側5.8%、 吉 田氏 ハ 右

f則40.53%、 左 倶ij39.64%、 爾 倶耀19.82%、 笠 井

第9表 肋膜 炎 ノ病側
1

㌔
＼ 病側

、、
、

種 類 ＼＼

右
(%)

左
(%)

雨

(%)
計
(%)

温 性肋 膜炎 1002
(54｡1) (3gl劉(乙1§)■853

__司

乾性肋膜炎 118
(53.4)

78
(35｡3) 鵬{221

陳奮性肋膜炎 57
(52.8)

37114108

(34・3)i(12・9ン

計

　

瀞 魂ll(lll>21821

氏 ハ右 鯛46.6%、 左 側37.2%、 雨 側15.2%、

林 、生 田及 ビ武 田氏 ノ・右 開55,0%、 左側38.0%、

雨 側7.0%、 岩 崎 氏 ノ・右 側48.7%、 左 側43.3%、

雨 測8.0%、 古 瀬 氏 ノ・右 側56.O%、 左 側34.1

%、 雨 側9｡9%、Groberノ ・右 側50.5%、 左 側

46.0%、 雨 翻3｡5%、Tuzノ ・右 側48.7%、 左 側

49.6%、 雨 側1.7写 、Carellasノ ・右 側56.1%、

左 側39.7%、 爾 側2.9%デ 、 一 般 二右 側 二多 ク

而 カ モ殆 ド過 孚 藪 デ占 メテ ヰ ル｡左 側 二多 イ ト

ス ル者 二、 岡 田氏 アル パ カ リデ ル｡余 等 ノ例 二

於 テハ 第9表 ノ如 ク漁 性 、乾 性 、 陳 薔 性 肋膜 炎

ラ合 セ テ2182例 デ、 右 側 一番 多 ク(54.O%)、

次 二左 側(38.4%)、 雨 側 ノ・最 モ 少 ク(7.6%♪ ナ

ツ テ ヰル｡右 側 轟 多 イ理 由 ト シテ、 右 手 テ多 ク

使 用 スル 掬竸 的 關 係 二蹄 ス ル者 ア リ、 又 右 氣 管

枝 ハ左 二 比 べ テ ソ ノ分 岐 ガ急 激 デ ア ル 三 フ解

剖 的 閣係 二 因 ル トス ル人 ガ ァル カ、 肋 膜 炎 力結

核 性 デ ア ル以 上 、 右 肺 結 核 ノ多 イ事 實 ヨ リ當 然

ノ事 ト思 ハ レル｡

(4>職 業

成 績 ハ調 査 材料 ノ地 理 的及 ビ耐 會 的差 違 ニ ヨツ

テ、 其 影 響 テ受 ケ テ攣 化 シテ ヰル｡即 チ山 田、

由 科 及 ピ山 田、 吉 田氏 等 ハ農 夫、 學 生 二 多 イ ト

シ、 岡 田、保坂 氏 ハ勢 働 者 、 學 生 二多 イ、 大 沼 、

吉 田及 ビ伏 島 氏 ハ 學 生 、 勤 人 ノ順 デ アル トシ、

岩 崎 、 福 島及 ビ武 田氏 等 ハ 學 生 ユ 多 褒 スル トシ

テ ヰ ル｡何 レノ例 ラ 見 ル モ、 興 味 アル事 ハ學 生

力高 傘 ヲ示 シテ ヰ ル事 デ アル、 余 等 ノ成 績 二於

第10表 肋 膜炎 ト職業

種 類 例 撒 %

學 生 707 24.0

教 員 42 1.4

屠 師 33 1.1

薬 剤 師 5 0.2

看 護 婦、産 婆 150 5.1

辮 護 士 4 0.1

藝 術 家 16 0.5

軍 人 10 0.3

勤 人 465 15.8

給仕、小使、女 中 42 1.4
-…

1.0土 木 、建 築 業 29

工 業 17 0.6

農 業 114 3.1
一 ㎝_

商 業 517 17.6

職 人 、 職 工 、 人 夫 125 4.2

料 理 人 11 0.4

力 士 510・2

信 五 70.2

女 給 、藝 妓

『 遭一 一{-

70.2

無職(家 族 ヲ含 ム)

一 日
58920.0

イ～ 明 391.3

計 2934

テ モ(第10表)、 総 撒2934例 中、 學 生 ノ、24.0

%デ 最 モ多 ク、 商 業(17.6%)、 勤 人(15.8%)ガ

之 二次 イデ ヰ ル｡此 學生 ノ多 イ理 由 トシテへ

過 激 ナ肉罷 的蓮 動 等 二 因 ル モ ノ ヨ リハ 、 寧 ロ全

ク年 齢 的 關 係 ニ ヨル モ ノデ ア ラ ウ｡

(5)等 級 別

入院 患 者 テ等 級 別 二分 ケ テ、或 程度 迄 其 ノ生 活

状 況 ト肋 膜 炎 蛋 生 ト ノ關係 テ伺 ハ ウ ト欲 シテ、

等 級 別 ノ明 ラ カナ大 正13年 カ ラ昭 和14年 迄 ノ

16年 聞 二於 イテ ノ内科 入 院 患 者 総 数20967例

中、肋膜 炎 患 者 籔2577例 二就 イ テ調査 シ タ｡其

結 果 ハ第11表 ノ如 クデ、 内科 入 院 患 者 撒 デハ、

2等 入院 患 者(45.43∫ ♪及 ビ3等 入 院 患 者(45.0
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第11表 肋 膜炎 ト等級

等級別

r

内科 入 院
患 者 数

肋膜炎入院
患 者 鍛

肋膜炎患 者 ノ
内科入院患者
二野スル割合

「=等 了…2011

1(9｡6%)
142

(5｡5%)
7.1%

二 等 9503
(45.4%)

1061
(41｡2%)

11.21%

三 等 9453
(45.0%)

1374
(53.2%)

14.5%

計 20967 25771・4・4%

%)ハ 大 約 同 ジ割 合 ニ アル｡而 シ テ同年 間 二於

イテ ノ肋 膜 炎 入院 患 者 デ ハ、3等53.2%デ 最 高

率 テ占 メ テ、2等41.2%デ 之 二次 イデ ヰル｡次

二肋 膜 炎 患 者 ノ内科 入 院 患 者 二封 スル割 合 ノ・、

1等7、1%、2等11.2%、3等14｡5%デ 、3等

最 モ高 率 デ アル｡之 二依 ツ テ見 ル ナ ラバ、肋 膜 炎

患 者 ハ3等 入院 患 者 二多 イ ト イフ事 トナ ツテ、

結核 ガ下層 階級 二多 イ ト イ フ 事 實 ト考 へ合 セ

テ、 肋 膜 炎 ハ比較 的生 活程 度 低 イ者 二多 登 スル

傾 向 ラ有 ス ル モ ノデ アル ト思 フ｡

(6)罷 質

結 核 性 疾 患 ガ或 種 ノ盟 質 殊 二無 力 姓 等 ノ素 地 二

多嚢 スル ヤ否 ヤノ・幾 多 ノ議 論 ノアル所 デ、 肋膜

炎 二就 イ テ モ深 田 氏(海 軍)ハ 虚 弱 ナ ル者 二登 生

スル事 多 イ ト云 ツ テ ヰル ガ、 山 田、 山 科、笠 井 、

林、生 田及 ビ武 田氏 奪 ノ・中等 度 以 上 寧 ロ頑 強 ナ

者 二好嚢 スル ト報 告 シ テヰ ル｡余 等 ハ結核 姓 肋

膜 炎 ト思 バ レ ル2698例 二 就 イテ、初 診 時 ノ龍

第12表 肋 膜 炎 ト 燈 質

(非結核性 ノモ ノヲ除 ク)

質 テ見 ル ノニ(第12表)、 罷 格 中 等度 ノ者77.2

%デ 最 大 籔 ヲ占 メ、盟 格 大 ナ ル者 ハ、 禮 格 小 ナ

ル者 二比 べ テ罹 患 卒 多 イ｡之 二 榮 養 テ 加 ヘ ル

ト、禮 格 中 デ榮 養 可 デ アル者 力39.4%デ 最 モ多

イ｡次 二榮 養 バ カ リニ就 イテ見 ル ト、 可 ナ ル者

45.8%デ 最大 薮 、榮養 不 良 ナ者 ハ良 ノ者 二比 べ

テ罹 患 傘 多 イ｡此 庭 二暴 ゲ タ盟 格 及 ビ榮 養 ノ塵

分 ノ、、 一 定 ノ禮 格 判 定指 針 二基 ヅ ィテ標 準 盟 格

ト比 較 シテ決 定 シ タモ ノデハ ナ ク、 輩 ナ ル覗 診

二 依 ツ テ決 定 記載 シ タモ ノニ從 ツ タモ ノデ アル

カ ラ、 嚴 格 ナ意 味 デハ 身髄 構 成 優 劣 ソ差 別 トス

ル ニノ・不 當 デ アル カ モ シ レヌ ガ、 所 謂 結 核 性 盟

質 トイ フモ ノ ノ存 在 慣値 ラ疑 ツ テ｡肋 膜 炎 ハ寧

ロ良 好 ナ竸 質 ノ者 二好 盛 スル モ ノ ト思 バ レル
｡

第五章 誘

肋膜 炎 ガ殆 ド結 核 二基 因 スル事 ハ 今 日異 議 ノ無

イ所 デ アル ガ、 其 嚢 來 テ促進 シ容 易 ナ ラ シメル

様 ナ誘 因 トナ リ得 ル要 約 ノ存 在 ノ・否 定 出 束 ナ

イ.古 ク カ ラ感 冒、 過 拶 、打 撲 等 ノ誘 因 ガ基 ゲ

ラ レ、 特 二感 冒 ヲ アゲ ル者 多 ク、 此 等 ガ女 性 ヨ

リモ男 牲 二 多 イ トイ フ読 明 ノー・ツ ニ モ ナ ツ テ ヰ

ル 、從 束 ノ文 獣 テ見 ル ノニ、Grober,山 科 及 ビ

仙 田氏 等 ハ特 登・性 、Frederisken,Gsell,Sylla,

Doerfler,Bruns,吉 田 氏 ノ・感 冒、 犬 沼 、 岩 崎 、

因
駕

第13表 誘 因(非 精核性肋膜 炎 ヲ除 ク)

[

%
ー

雛
佃2

侃5

ほ11

411

ロー

i

徽
.

10

搬
鵬 ー…

「」

52

53

5

鰯

例」

1……
ー1

…
ー
…

ー

…ー

ー

…

因誘

勢過的神精

勢過的盤肉

冒感

撲打

娠妊嵐出

食暴飲暴

計
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菱

古 瀬 氏 ハ過 勢 、Hochstetter,Tuzノ 、飲 酒 及 ビ

感 冒 テ認 メ テ ヰル｡余 等 ノ検 査 二於 テハ 、誘 因

トシ テ記 載 ノ明 ラ カナ モ ノノ・縮 患 者2698例 中

465例(17.2%)デ(第13表}、 づ ノ中感 胃 ノ・50.1

%デ 最大 撒 テ 占 メ、肉禮 的過 勢24.O%、 出産 及

ビ妊 娠 ノn.4%、 打 撲11.1%ノ 順 デ アル｡然 シ

此 ノ感 冒 ナ ル モ ノハ所 謂 感 冒 デ、 肋膜 炎 ノ前罐

症 獣 トシテ ノ感 冒様 ノモ ノデ アル カ、 或 ノ、眞 ノ

感 冒 デ アル カ、其 幅 別 ハ制 然 ト シテ ヰナ イ ノデ、

感 冒 ヲ誘 因 ト シテ認 メ ル ヤ否 ヤハ 議 論 ル アル所

ア ア ルレ｡

第六章 主訴乃至自畳症状

渠 性 及 ビ 乾 性 肋 膜 炎2074名 ノ壷 病 時Ct一於 テ ノ

主訴 乃 至 自昼 症 歌 ノ明 ラ カナ モ ノノ・、5528例 デ

第14表 二示 ス如 ク、 此 最 多藪 ヲ占 メ ル 主訴 ノ・

嚢 熱 デ26.8%、 次 二胸 痛18.O%、 咳 漱14.7%

ノ順 デ ア ル｡一 般 二肋 膜 炎 嚢 生 當 時 エノ・、勲 、

胸痛、吻 軟及ビ喀擁 ノ主訴存スル事ハ認 メラレ

テヰル所 デ、Mumme,宮 本及 ビ井下、岡村、

吉田及 ビ伏島氏等 ノ成績 二於テモー致 スル事デ

ナル｡併 シナガラ今尚論議 サレテヰル事ノ、、肋

膜炎二特有ナ熱型 ガ有ルカ否 カノ問題 デ、不定

第14表 圭 訴
蒐

㎝,一 日"

圭 訴i灘 膿 炎 乾性肋膜 炎 計
一 …}

4

一
胸 痛」867(17.5%) 131(23.1%) 998(1&0%)

背 剰 53(1.0%) 6(1.5%) 59(1.1%)

頭 痛 …1125(2・5%)
20(3.5%) 145(2.6%)

甦

腹 痛159(1.1%) 16(2.8%) 75(1.4%)

饗 熱
{

1321(26.4%) 158(27.8%) 1479'26.8%)

呼 吸 困 難 402(8.5%) 25(4｡4%) 427(7.7%)

心 悸 充 進 140(2.8%) 14(2.5%) 154(2.8%)

疲 勢 感 189(3｡8%) 24(4.2%) 213(3｡8%)

肩 コ リ 92(1.7%) 10(1.7%) 102(1.8%)

盗 汗 269(5.4%) 22(3.9%) 291(5｡3%)

咳 漱 74415.2%) 69(12.3%) 813(14.7%)

喀 疲 342(6.9%) 45(7.9%) 387(7.0%)

臓 痩 41(0.8%) 10(1.7%) 51(0.9%)

食 慾 不 振1211(4.5%) 13(2.2%) 224(4.0%)

睡 眠 障 碍}88(1.7%) 20.2%) 90(1.6%)

關 節 炎 症 脚15(0.3%) 2(0.2%) 17(0.3%)

結 節 性 紅 斑 1(0・02多) 0 1(0.02%)

プ リ ク テ ン 1(0.02%) 1(0.1%) 2(0.03%)

計 i4960 568 5528

ナ リ トス ル人 々 二Rosenbach,Bruns&Ewig

ア ツ テ 、 定 型 的 デ アル ト云 フ 者 二F.Mtiller,
メ

第 七章 既

肋膜炎患者 ノ結核性疾患 ノ既往症ハ、7.8%乃ゆ

至24.7%sア ル 三 ノ・レテ ヰ ル(第15表)｡余

Huber,Gsell及 ビ岩 崎 氏 等 ガ アル｡

往 歴

＼

等 ノ・結核 性 ト思 ノ・レル2698例 中、結核 姓疾 患 ノ

既往 症 ノ記 載 明 ラ カ ナ者553例 テ得 、20.5%ノ
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第15表

報 告 者 隊 見 率

岩 崎一 7.8%

林 、 生 田 、武 田 12.6%

光 田、長野、 山中 15.4%

城 野、池 谷 16.8%

笠 井 24.7%

割 合 トナ ツ タ｡此 ノ中、最 大 激 テ占 メル モ ノハ、

肋 膜炎(60・9%)デ 、肺 結 核(23.2%)、 腹 膜 炎(10.9

%)ガ 之 ユ次 グ、肋 膜 炎 ノ多 イ事 ハ、岩 崎 、笠 井 氏

等 モ認 メ～レ所 デ、 殊 二笠 井 氏 デノ・76%テ 撒 フ｡

第16表 既往症(非 結核性肋膜炎 ヲ除 ク)

饗讐往劉 例 釧%
肋 膜 炎 337 60.9

腹 膜 炎 58 10.5

肋 腹 膜 炎 10 1.8

肺 結 核 128 23.2

結核性關節炎 5 0.9

カ リ エ ス

一
13 2.3

腎 臓 結 核 1 0.2

副 睾 丸 炎 1 0.2

計 553

(肋 膜 炎2698名 二樹ス〃割合 ハ20｡5%)
智

第八章 家 族 歴

肋膜炎患者二就 イテ家族的結核素因ノ有無ラ検

査スル ノノ・、其先天性及ビ後天性素質 ラ考慮 ス

ル上二役立 ツ事ガ多 イ｡次 二諸家 ノ成績ヲ見ル

ソニ10%乃 至41｡22%ラ 示 シテ辱ル(第17表) ｡

第17表

報 告 司 素 因%

城 野、池 谷 10

岩 崎 12.9

林 、 生 田、 武 田 14.3

光 田、長 野、山 中 d6.5

宮 本、井 下 等 17.3

古 ・ 瀬 19.6

Carellas 23.1

笠 井 38.3

Grober 38.6

大 沼 ・40.6

吉 田 4L2

此 ノ如 ク範園 ノ非常二廣 イノノ・家族歴提示 ノ正

確度二依ルモ ノデアラウ｡余 等ハ入院患者 ノ租

父母、父母及 ビ其同胞 配偶者及 ビ子供、兄弟

妨妹 ノ間 ノ家族歴テ調査 シテ、肋膜炎患者2698

例 中 結核 牲 疾 患 ノ アル者428例 テ得 タ｡15.5%

二相 當 スル(第18表) ｡此 中肺 結 核44.4%デ 最

多撒 デ アル ガ、 漿 液 膜 疾 患 ノモ ノラ合 計 スル ト

(肋、 腹 及 ビ畷 膜 炎)50.7%ト ナ ツ テ第 一 位 ラ占

メ テ、肋膜 炎患 者 ノ家 族 中 ニ ノ・肺 結 核 ヨ リモ肋 、

腹 膜 炎 ガ多 撒 嚢 見 セ ラ レル ト イフ事 實 トヨ クー」

致 スル｡

第18表 家 「族 歴

(諜結核性肋膜 炎 ヲ除 ク)

種 類 梱 刎%

㌫

肺 結 核 1go
{

44.4

肋 膜 炎 121 28.3

腹 膜 炎 76 17.8

肋 腹 膜 炎 10 2.3

腸 結 核 10 2.3

謄 膜 炎 10 2.3

カ リ エ ス 10 2.3

腎 臓 結 核 1 0.2
`

計 42a

(肋 膜 炎2698名 二 封 ス 〃一 割 合 ノ、1595%)・

第九章 併 襲 症

温姓及 ビ乾性肋膜炎2074例 二於 テ併糞症 ノ記 笠井氏 ノ53｡2%、 山田氏 ノ52 .1%、 林、生田及

載明カナ者へ564例 デ27・2%二 當ル｡其 率ハ、 ビ武田氏 ノ46.9% 、城野及 ビ池谷氏 ノ46.5%
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第19表 併 登 症

併登症 ノ種類
渥 性 肋 膜 炎

榊

乾 性 肋 膜 炎
合 計

響%劉 禿%塗匹%劃 猷 1軽%勢1締 匹捌 計
　研51}

(60.0)

一}

肺 浸 潤
}}一_

(8111)!(611)
33}263139

(12.6)i(54.9)}(76｡4)

『}

7
(13.7)

5
(9.8)

一
314

(55.6)

喉 頭 結 核 1
(5.0)

1}
(50.0)

2…!

(o・4)1

ii 2
(0.3)

朧 膜 炎 {1(1｡01｡) 51
(1.0)1

`

5
(0.8)

麓}カ リエス
5

(100・0) ,

5i1
(1｡0)1(25.0)

2
(50.0)

1
(25.5)t

4
(4.7)

9
(1.5)

粟 粒 結 核

__{棚 一_

1

:-l

lI
-一 一 …-1

脚 氣353・240t5

(7・5♪i

1
(100.0)

11

(0・2)i
} 1

(0.1)

(5.・)t(8.3)1(….・)
i5(5

｡8)
45

(7.9)1
.(87・5)

糖 尿 病 、7:112

i(70・0) (10・0)i(20・0)

10
(2.0)

}

i
一 一一

10
(1.7)

…

心 臓 疾 患i14

(93.3)壕

1
(6.6)1

} 15
(3.1)

}

軸

…

15
(2.6)

腎 臓 炎
ネ フ ロ ー ゼ

10i

(100・0)1

10/

、 ・(2・o)1 t

10
(1｡7)

ロ イ マ チ ス 4}1
(80.0)(20.0)

i

叢

き

5ii
(LO)1(100.0)

}

i(・.1)

6
(1.0)

蜘 贔 症
9211){(、.1)竃(5為 (、4?1){(、｡｡1｡)

!9

1(10.6)
77

(13.6)

妊 娠 、「14
(73.3)…(26.6)

1 15
(3.1)

i
(100.0) 噛

剛一1

1

1(1.1)
16

(2.8)

徽 毒i6

:(85.7)

1
(14｡2)

1「

1(1・4)

i

i

7
(1｡2)

其 廻1
…

331

(6・8)i

114

{(16・4)

47
(8.3)

計 、1}479「{

一一l

i85 564
皿

{1垂

ヨ リハ低 イカ、 吉 田及 ビ伏 島氏 ノ30%、 白 石 氏

及 其 ノ共 同研 究 者 ノ24.06%ト 殆 ドー致 ス ル｡

以 上 ハ腹 膜 炎 テ加 ス シ タ卒 ナ ノデ幾 分 差 違 テ認

メ ラ レル｡余 等 ノ結 果 ノ・第19表 ノ如 クデ、結 核

・性 疾 患 ノ・331例(58.3%)デ 過 牛 数 ヲ 占 メ其 ノ大

部 分 ハ肺 浸 潤314例(55.6%)デ アル｡肺 浸潤 ノ

多 イ事 バー 般 ノ是 認 スル所 デ アル｡次 二非 結 核

性 併 嚢症 二於 イ テハ、 脚 氣 カー 番 多 イ ト諸 家 ノ

ー 致 スル所 デ アル ガ、余 等 二 於 イテハ反 之 シテ、

蛎 轟 症77例(13.6%)デ 多 藪 ヲ示 シテ、脚 氣 ノ・45

例(7.9%)デ 第 二位 デ アル｡

爾 之 等 併 嚢 症 アル モ ノ ノ豫 後 テ見 ル ト、謄 膜炎 、

粟 粒 結核 ラ起 シ タ者 ノ・縛 テ死 ノ轄 蹄 ヲ トリ、之

二次 イデ豫 後 不 良 ナ者 ノ・喉 頭 結 核(50 .0%)、 脊

椎 叉 ノ・肋 骨 「カ リエ ス」(25.5%)、 糖 尿 病(20.0

%)ノ 順 デ アル｡之 二 依 ツ テ見 ル ト、 併 嚢 症 チ

有 スル者 ノ韓 蹄 ハ 、 全 ク併 登 症 自身 ノ轄 蹄 トー'一・'

致 スル｡

〆

第十章 生物學的諸反癒

非 結 核 ノ モ ノデ除 イタ肋 膜 炎2698例 中、 赤 血 球 沈 降 遽 度 及 ビ「ツベ ル ク リ ン」反 癒 列 了ツ タ例

蓼
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第20表 肋膜炎 二於 ケル赤血球沈降速度

赤沈 中等値
肋膜mm

炎 ノ種類

1-4
(%)

5・-23

(%)

24一 一55

(%)

56→

(%)

計

滉 性 肋 膜 炎 4i65

(0・5)1(8・2) (3§ll)1(5象ll)
7go

乾 性 肋 膜 炎 2
(4.1)

14
(28.6)

18
(36.7)

15
/30.6)

49

陳奮性、癒著性
及 ビ 其 他

6

(11.1)馨

10

1(18・5)

19
(35.2)

19
(35.2)

54

肋 腹 膜 炎 1i20

(0・5)!(10・0)

801g9
(40｡0)(49｡5)

200

夢 計i
(、ll)1(1099.2)

418553
(38.3)(50.6)

1093

第21表 赤血球沈降速度ト樽蹄

赤沈中等値
mm

轄蹄
1-4
(%)

5--23
(%)

24-55
(%)

56→

(%)

計

輕 快 例 11
(1.2)

94
(10.2)

370
(39.4)

464
(49.3)

939

(85.9う

未 治 例 2
(2｡1)

12
(12.8)

35

}(37・2)

45
(47.8)

94
(8.6)

死 亡 例i 0

(5.0)

3113

(21S)

44
(73.2)

60
(5.5)

計
…

1093

第22表 赤 血球沈 降速度 ノ恢復 二要ス ル時 日

A.赤 沈 中等値1-4mm二 至ル迄 ノ時 日

＼ ＼ 所 要月数1
＼ ＼11

縛露 ・一

2 3 {4 5

輕 快 例 5 2
日 一一 じ

`未 治 例 ‡

死 亡 例 「 1

i「i

}
計

(%)

5

(71・4)

2
(28.6)

!
1

B｡赤 沈 中等 値5-20mm二 至 ル迄 ノ時 日

計

7

7

＼ ＼ 所要月数＼＼
＼＼

轍確 ＼
唄 、

{
2 3 4 5 計

輕 快 例 4 35 17 310 3 62

未 治 例 1 i 1

死 亡 例 [ 1 1

計ぐ
%)

4
(6｡2)

36

(56,2)

17
(26｡6)

3
(4.7)

0 4
(6.2)

64

[

二就 イ テ述 ベ ル｡

A.赤 血球 沈 降速 度

(1)肋 膜 炎 二於 ケル赤 血 球 沈 降速

度 、 赤血 球 沈 降速 度 ノ・種 々 ナ疾 患

二於 イテ充進 シテ、 其 病 機 ノ性 質

及 ビ経 過 二梢 胤拉 行 シテ促 進 逞 延

ヲ示 ス事 バー 般 二認 メラ レテ ヰ ル｡

肋 膜 炎 デ モ、Westergren,Gsell,

且ochstetter,Gudehus,Eiselsbe-

rg&Patronikola,古 瀬 、矢 口、矢

野 、 林 、 生 田及 ビ武 由、 山 田、 畠

山及 ビ山崎 氏 等 ノ研 究 ニ ヨ ツテ明

ラ カナ 如 ク、 赤 沈 速 度 ノ促 進 テ大

多 撒 二認 メ殊 二漁 性肋 膜 炎 二於 イ

テ甚 シイ充 進 ラ示 シテ、 滲 出 液 ノ

吸 牧 、 解 熱 、 病 勢 ノ消 退 ト共 二正

常 値 二近 ヅ ク ト云 ハ レ テ ヰ ル｡

Gsel1ノ ・彼 ノ報 告 ノ中 デ次 ノ如 ク

述 べ テ ヰ ル｡赤 沈 値 ノ・常 二促進 シ

テ、 肋 膜 炎 登 病 第1週 カ ラ1時 間

値 ノ・40乃 至60粍 デ、多 クハ50粍

デ アル｡Katz&Leftowitz/1云

フ如 キ或 範 園 内 デ滲 出液 量 ト赤 沈

.値 トノ・關 係 ア ル トイ フ読 ニ ハ反 封

デ ァル｡反 之 シテ結 核 性 肋膜 炎 ノ

或群 二 於 イテ、全 経 過 ヲ通 シテ低

値(12-25粍)ラ 示 シタモ ノガ アル

ガ、夫 レノ・登 病 ガ徐 々 デ強 イ病 感

ナ ク、 高熱 モナ ク叉良 好 ナ韓 蹄 モ

無 イモ ノデ アル｡余 ノ緻 裁二依 レ

バ 急 性期 ノ訣 除 シ タモ ノデ アル.

猶 非結 核 性 肋膜 炎 ト ノ匠 別 ニ ハ、

滲 出液 ノ現 レタ最 初 ノ 日 ガ問題 ト

ナ ッ テ、肺 炎績 嚢性 肋 膜 炎 ノ時 ニ

ハ嚢 病 後18乃 至30時 間 デ銑 轟非

常 二充 進 スル ガ、 結 核 性 デ ノ・2病

日 デハ16粍 、3病 日二於 イ テ ・・

23-27粍 、5-7病 日 デ 初 メ テ

40-50粍 トナ ル ト｡叉 矢 口氏 モ、
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赤 沈 値 ハ髄 温 ノ高低 、 滲 出液 ノ多少 ニ ハ無 關係

ナ事 テ認 メ、 結 核 ヲ合 併 スル モ ノハ促 進 スル ト

云 ツ テ ヰル｡Hochstetterノ ・繰 返 シ検 査 ヲ行 ツ

テ逞 延 ラ示 サ ナ イモ ノノ・、 肋 膜 以 外 ノ結 核 ノ存

在 テ示 スモ ノデ注 意 ス ベ シ ト主 張 シテ ヰ ル｡

余 等 轟於 イ テハ肋 膜 炎2698例 中赤 沈 速 度9測

定 シタ者 ノ・1093例 デ(第20表)、Westergren

氏 法 ニ ヨヅ テ 中等 値 テ測 リ、 正 常値 テ1-4粍 、

輕 度 促進 テ5-23粍 、 中等 度 促 進 ヲ24-55粍 、

強 度促 進 ヲ56粍 以 上 トシテ経 過 中 ノ最 高値 ヲ

表 示 シ タ｡即 チ正 常値 テ示 ス モ ノへ1｡9%ニ 過

ギ ナ イガ、輕 度 促 進9.2%、 中等 度 促 進38.3%

ト漸 次 其 藪 テ増 シテ強 度 促 進 テ示 スモ ノノ・50｡6

%デ 最 大 藪 テ占 メテ ヰ ル｡各 肋 膜 炎 ヲ細 別 ス ル

ト、 漁 性 肋膜 炎及 ビ肋 腹膜 炎 デハ 強 度 促蓬 最 大

藪 デ、 陳 蕪 性 癒著 性 及 ビ其 他 二 於 イテノ・強 度 速

進 及 ビ 中等 度 速進 ノ撒 ハ等 シ クテ、 乾性 肋膜 炎

デハ 申等 度 促 進 最 大藪 デ、 強 度 促進 之 二次 イデ

ヰル｡各 肋膜 炎 二共 通 ナ事 ハ 、 輕 度 促進 及 ビ正

常 値 ノ最 少 藪 テ 占 メ テ ヰ ル事 デ全 ク諸家 トー 致

スルレ所 テ『アル｡

.(2)赤 血 球 沈 降 速 度 ト轄蹄(第21表)

赤 沈 値正 常(1-4粍)テ 示 ス モ ノデノ・、輕 快 例1.2

%、 未 治 例2.1%、 死 亡例 ノ・無 イ｡赤 沈 値 強 度

促 進(56粍 以上)テ 示 スモ ノデ ノ・、 輕 快 例49.3

%、 未 治 例47｡8%、 死 亡例73.2%デ アル｡即 チ

赤 沈 速 度 ノ正 常 値 又 ハ 遅 延 テ示 ス モ ノデハ 比較

的 輕 快 スル者 多 ク、 死 亡例 ハ 之 二比 べ テ少 イ｡

赤 沈 値 ノ強度 促 進 テ示 ス モ ノニ於 イ テノ・、比 較

的 輕 快 ス ル者 少 ク、死 亡例 多 イ｡之 ニ依 ツ テ見

ル ナ ラバ、 赤 沈 値 ハ豫 後 判 定上 参 考 トナ ル所 大

ナ ル モ ノアル ト信 ズ ル｡

(3)赤 沈 速 度 ノ恢 復 二 至 ル 迄 ノ時 日

林 、生 田及 ビ武 田氏 ニ ヨ レバ 、胸 水清 失 ニ ヨツ

テ血 沈 恢 復 二 向 フ カ、正 常 値 二 至 ツ タモ ノノ・ナ

ク、 叉 治 癒 輕 快 後 ト難 モ、 多激 ハ猫 中等 ヌノ・輕

度 ノ促 進 ラ示 シテ、 全 ク赤 沈 正 常 値 晶復 ク シ タ

モ ノノ稀 デ アル ト｡Gsellハ 滲 出液 ノ吸牧 即 解

熱 シ テ カ ラ赤 沈値 ハ逞 延 スル｡滲 出液 ノ吸牧 後

?/!-1ケ 月 ハ 、10--15粍 デ猴 少 シ促 準 シ テ、結

核 性 肉 芽組 織 ノ髪 化 ニ ハ撒 ケ月 ヲ要 スル ノデ、

正 常 値 二迄 核 復 ス ル エノ・猴 時 日 テ要 ス ト｡今 赤

沈 中 等値 ラ病 ノ経 過 二 沿 ツ テ測 定 シ タモ ノハ、

71例 デ、其 申 赤 沈 中 等 値1-4粍 二 至 ル迄a、1

ケ月 ヲ要 シ タモ ノ7例 中5例(71.4%〉 、2ケ 月

ラ要 シ タモ ノノ・2例(28.6%)デ ア ル(第22表

A)｡叉 赤 沈 申等 値5-20粍 二至 ル迄 二、%ケ 月 テ

要 シタ モ ノ64例 中4例(6｡2%),1ケ 月 テ要 シ タ

モ ノ36例(56.2%)、2ケ 月 ラ 要 シ タ モ ノ17例

(26.6%>3ケ 月3例(4.7%〉 、5ケ 月4例(6.2

%)デ 、1ケ 月 テ要 シ タモ ノ最 大 撒 テ示 ス(第22
ノ

表B)｡即 チ赤 沈 値 ノ帳 復 ニ ハ、1ケ 月 テ要 スル

モ ノ過 孚 撒 テ占 メ テ ヰ ル｡

省 笠 井氏 ニ ヨ レバ 、治 癒 輕 快 シ タ患 者 ニ アツテ

反 磨 遷 延 シタ モ ノノ・59%二 上 ル ト、宮本 氏 ニ ョ

レバ 逞延 シ タ 例 デ治 癒 輕 快 例 ハ96.4%デ ァル

ト｡余 等 ノ成 績 二於 イ テ モ大 多薮 二於 イ テ輕快

シ テ ル ノヲ認 メ ラ レ(97.2%)、 而 シテ赤 沈 値 ノ

恢 復 シタ モ ノハ豫 後 ノ佳 良 ナル事 テ意 味 スル｡

B.「 ッベ ル ク リン」反 鷹'

(イ)「 ツ」皮 内反 磨 登 赤 ノ大 サ

肋 膜 炎 ト「ヅベ ル ク リ ン」反 鷹 ト ノ關 係 二就 イテ

第23表 肋膜炎 二於 ケノレ「ツ」皮 内反癒

(イ)「ツ」皮内反慮螢赤 ノ大 サ

(ロ)「 ッ」皮 内 反 磨 ト轄 蹄

検査総藪
「ツ」皮内

反 慮
輕 侠
(%)

未 治
(%)

死 亡(%)

姻

陰性73 55
(75.3)

7
(9.6)

11
(15.1)

陽性331 295

(89.0)、

19
(5.8)

17
(5.2)
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ノ観 察 ハ、可 成 リ古 クカ ラ行 ハ レテ、病 獣 ノ輕 重

及 ビ病 日、 経 過 ノ 良 否等 ハ 「ッ」反 慮 ト密接 ナ關

係 テ有 シ テ ヰ ル事 ハ最 早 一 般 轟認 メ ラ レテ ヰル

所 デ アル、 帥 チ小 林 氏 ハ 「ツ」反 慮 陽性 轄 化 後 早

期(2-3ケ 月 後)二 嚢 症 スル モ ノデ ア'2t.ト云 ヒ、

Neumann,山 臥 宮 本 、 金 井氏 等 ノ・初 期 或 ハ

極 期 ユノ・反慮 弱 イ事 テ蓮 ベ テ ヰル｡今 肋 膜 炎 二

於 イテ ノ2,3ノ 文 獣 ヲ見 ル ノニtPirquet氏 反

慮 デハ 、SyUaノ 、66｡15%二vFrederiskenハ

78%ユ 、 古瀬 氏 ハ84.2%、 宮 本 氏 ハ87.3%.貴

島氏 ハ81・2%二 、 宮 本 及V井 下 氏 等 ハ83.1%

…、 林 、生 田及 ビ武 田氏 ハ73.2%二 陽性 率 テ示

シテヰ ル｡3ζMantoux氏 反慮 二 於 テハ、 山 田

氏 ハ73｡7%、 笠 井 氏 ハ87.9%、 金 井 氏 ノ、91｡13

%ノ 陽性 率 ヲ報 ジテヰ ル｡

余 等 二於 イテ 「ツベ ル ク リ ン」2000倍 稀 葎液 ラ

0.1髭 皮 内 二注 射 シテ、48時 聞 後 二 其 反慮 ヲ調

査 サ レタ者 ノ・、 縮 ジテ404例 デ ア ル(第23表 〉｡

経 過 中2同 以 上 検 査 シ タ者 ノ・糞 赤 ノ最 大 値 テ探

ツテ、 嚢 赤 ノ大 サ0-4粍 テ陰 性 トシ、5粍 以 上

テ 陽性 トス レバ、 陰 性 者73例(18.0%)、 陽性 者・

331例(82.0%)デ 、 陽 性 者 ノ・陰 性 者 ノ4.6倍 二

當 ル｡而 モ嚢 赤 ノ示 顯 ハ 表示 ノ如 ク、11-一一20粍

ノモ ノ42.2%デ 最 モ多 イ｡猶 宮 本 氏 ハ上 述 ノ如

ク87i3%ノPirquet氏 反 慮 陽性 率 ヲ得 テ、 此

陽 性 率 ノ・健 康 人 ノ夫 レ ト同李 デ アル ノ デ、 陰 性

者 ラ以 テ非 結核 性 肋膜 炎患 者 トスル事 ハ 出束 ヌ

トe又 金 井 氏 ノ、「ヅ」1000倍 皮 内辰 慮 陰 姓 二終 ツ

タモ ノ8.87%二 雷 リ、100倍 「ヅ」液 、10倍 「ツゴ

液 、 更 二原 液 ト濃 度 ラ高 メ テ繰 返 シ陰 性 者 二旛

行 スル時 ノ・大 多撒 ノ・陽性 反慮 ラ示 シタ ト云 フ｡

且 弱 反 慮 テ示 ス者 多 イ事 ハ、Sylla,古 瀬 、宮 本、

第24表 「ツ」皮 内反慮 ト病 日 トノ關 係(1)

(イ)輕 快 例

＼ 〔ツ」謄

病
日 ＼

弱 反 磨
}

中 等 反 磨 強 磨 反
嚢

計
0-45-1011-20

P

21-3031-40 41-5051→

3日 以内 121(100
.0%) 2

4-7日

269

(9｡1%)(27.2%)(40.9%)
」一一 一 一 一 戸一一一一 一一

77.2%

13

(4.5%)(13.7%)㌔騨一一一一へ一

18.2%

10

(4.5%)
㌔一一剛一一一へ一

4.5%

22

譲

8-14日

91537

(10.1%)(16.9%)(41｡6%)
」一 一戸一 一一

68.6%

207

(22.5%)(7.8%)
一 一

30.3%

10

(1.1%)
㌔・一一 一 一 〉一一一一一一 ノ

1.1%

89

15-21日

71525
(13｡2%)(28.1%)(47｡2%)

'

23

(3.8%)(5.6%)Lノ

10

(1.9%)触
一 一 騨一一一》 一一 →r一 ノ

1.9%

、53
㌔一 一 「..

88.5%
V

9.4%

22-30日

91226

(15.3タ6)〆20の3%)(44.1%)一 一戸一一 一一一

63
(10.2%)(5.0%)
L'

12

(L7%)(3.4%)
一一一一繭一ヘー

5.1%

59

蓼79
.7%

v

15.2%

31-60H
192947

(鞭8i遡
77.7%

225

(18.0%)(4.1%)』 ヘー
22.1%

00

一一一一一〉一一
122

61日 →

181142
1(20｡7%)(12.6%)`48.3%)

2

13畔2

(15.0%)(2.3%)
一 一

17.3%

10

(1.1%〉㌔_'-

1.1%

87

「一 「蕊6%

計1輿 篶幽
匹

66'23

(15・2%)(5β%)
'

52

(1.1%)(0.5%)
㌔一圏騨一 騨一職》一一r-一 》

1.6%

434

1

一一
、20.5%
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林 、生 田 及 ビ武 田 、 山 田 、 金 井 氏等 ト全 クー 致

ス ル成 績 デ ァル.以 上 弱 反 癒 ノ多 イ黙 カ ラ考 ヘ

レバ、肋 膜 炎罹 患 者 ノTuberkulin・ ・Allergieノ・

低 下 シテ ル歌 態 二在 ル ト解 繹 シ得 ル モ ノ デ ア

ノレφ

(2)「 ヅ」皮 内 反慮 ト轄 焦覇1、

「ッ」皮 内反慮 陰姓 ヲ示 ス モ ノ73例 中
、輕 快 ノモ

ノ55例(75.3%)、 未 治 ノモ ノ7例(9.6%)、 死 亡

ジ タモ ノ11例(15.1%)デ ァル、 「ッ 」皮 内反 慮

陽性 テ示 ス モ ノ331例 中、 輕 快 ノ.モ ノ295例

(89・0%)、 未 治 ノモ ノ19例(5.8%)、 死 亡 シ タ

モ ノ17例(5・2%)デ アルe帥 チ「ツ」皮 内反 癒 陰

性 ラ示 ス モ ノノ死 亡率 へ 陽 性 ヲ示 スモ ノ ノ夫

レ ヨ リモ多 イ｡元 束 肋 膜 炎 二於 イテ ノ「ツ」反 慮

ノ陽 姓 度 ハ疾 病 ノ時期 的關 係 ニ ヨ ッテ著 シ イ差

違 テ呈 スル モ ノ デ、 同一 患 者 二就 イテ経 過 テ追

及 シ タモ ノデ 「ツ」反 癒 弱 化 ガ経 過 不 良 デ アル ト

イ フ事 實 ハ 豫 後推 定 上最 モ注 意 ス ベ キ事 デ アル

トー般 二認 メ ラ レテ ヰ ル所 デ アル｡余 等 ノ陰性

群 ノ申 晶 ハ繰 返 シ施 行 シナ カツ タ例 モ含 マ レテ

ヰル ノデ、 眞 ノ陰 性 力將 又 浩 耗 性 陰 姓 轄 化 者

negativeAnergieデ ァル カ、 刺 然5シ ナ イ黙

モ アル ガ、陰 姓 群 二 死 亡 率 高 イ黙 ノ・negative

Anergieト 關係 深 イ モ ノア ル ト思 バ レル｡

(3)「 ツ」反 癒 ト病 日 ト ノ關 係

「ツ」皮 内反 慮 ト病 日 トノ關係 ヲ、 輕 快 例 、 未治

例 及 ピ死 亡例 二分 ヶ テ述 ベ ル.

(i)輕 挟例(第24表)363例 、434同 ノ検 査 デ ア

ル｡嚢 赤0-20粍 テ弱 反 慮 、21-40粍 テ中等

反 慮 、41粍 以 上 ラ強 反 癒 トスル｡カ カル時 ハ弱

反 慮 ラ示 スモ ノ77.8%、 中等 反 慮 ヲ示 スモ ノノ・

20.5%、 強 反 慮 ハ1.6%デ アル｡病 日 トノ關係

ノ・、 螢病3日 以 内 二於 イテ ノ検 査 ノ・少 撒 デ アル

カ、 全 テ中等 反磨 ヲ示 ス｡病 機 ノ遙 行 スルニ至

第25表 「ツ」皮 内 反 磨 ト病 日 ト ノ關 係(2)

(ロ)未 治 例
一

＼
＼∵ミ」藷醤 弱 反 磨 中 等 反 鷹 」 強

}}π}耐 π ㎜ ππ

反 癒
諮"}

5ユ→
阿

}

韮

計

_{一rH〔 一 〔

病

一海 ＼ ・45-1…-2・
21・-3031-40 ・41--50

1

3日 内 以i
3

-} {
一'}}

} 1
1

4-7日1
-一 毛 }

1

む

8-、4日i-(42,816)⑳6隻)

創 一一

2

(28.6%)
一 一}

28.6%}

…

i

I

l

無

7

一

12

{.〆

171.4%
き一_　 一_

」

}　

、5-2、 日 厘7弓6)(i6・716)(33｡4傷)

i-一 薇8%
一 一置_

{31

(25・0%)(8.3%)
昭・卜 一 一一 ヘ ー

33.3%

婁

ヨ

5

」

{11
22-30日i∫25・0%)(25・0%)

[2

(50.0%)
㌔一一一一一「-

50.0%
}

i
§

i
}

4

ヨ

i、

i50｡0%

'

33

31-6・ 日1里 遡Lr .(33・3%)

;66.6%一
_

'

3

(33.3%)
廟 〉一一

33.3%

!
葬

;
…

ξ
9

1
{

i132

61H_1(14・3%)(42・8%)(%・6%)

1

(14.396)1
㌔一 一一 一一〉一 一一 一一ノ1

1

1
4

;

ii

酉

7

甥

i85 ,7%:
}

」

14.3%1
}

1
-1

亀7812

言†(18｡0%)(20｡3タ6)(30帯8%) 幽画
30.9%1

i
l
l
j

1
§

l
l

39
169.笈%

諺
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ツテ(15--21病 日〉弱 反 鷹 テ示 スモ ノ最 モ檜 加 シ

テ 〈88・5%)・ 中 等 反慮 憩 ・4%)乃 至 強反 慮(1・9

%)テ 示 スモ ノハ 他 ノ病 日轟 比 べ テ 最 モ低 減 シ

テ ヰル｡更 二病 日 ノ進 ムニ ツ レテ、 弱反 慮 テ示

ス モ ノ減 少 ノ傾 向 ラ トツ テ(79｡7%一 一77.7%)、

中等反 慮(15、2%'-22.1%)乃 至 強 反 慮 テ示 ス モ

ノ(5｡1%)歪 曾加 ス ルレ傾 向 ガ アルレe$

(ii)未治例(第25表)34例 、39同 ノ検 査 デ アル｡
ぜ の

弱 反慮 テ示 ス モ ノノ、69ユ%、 中等 反 磨 ヲ示 ス モ
き

ノハ30・9%、 強 反慮 ヲ示 スモ ノ皆 無 デ アル｡病
り

日 トノ關係 二就 イテハ、 登 病7日 以 内 ノ検 査 例

テ訣 イテ ヰル故 二、 爾 後 ノ検 査 二就 イ テ述 ベ ル

ト、弱 反 慮 ヲ示 スモ ノハ、8-14病 日二於 テ71・4

%テ 示 シ テ、病 日 ノ進 行 ス ルニ從 ツ テ66・8%-

50・0%ト 漸 次 低 卒 ノ傾 向 テ取 ル ガ、31-60庫 日

頃 カ ラ却 テ」曾加 シ テ(66.6%)、61病i日 以 後 デノ・

85｡7%ト ナ ツ テ他 ノ病 日二比 ベ テ最 高 率 ラ示 シ

テ ヰ ル｡中 等 反 磨 ラ示 ス モ ノノ・、8-一一14病 日晶

28.6%ヲ 示 シ、 病 日 ノ進 行 ニ ツ レテ、33｡3%、

50.0%ト 上 昇 シ、61病 日以後 デノ・却 テ14.3%ト

最 低 寧 ラ示 シテ ヰル｡即 チ未 治 例 デノ・61病 日

以 後 ノ・、大 多 撒 弱 反 鷹 テ呈 ス ル事 ガ認 メ ラ レルひ

第26表 「ツ」皮内反慮 ト病 日 トノ關係(3)

(ハ)死 ウ 例

＼ 「ツ」反鵬

m｡鵬.

病
日

開 反 磨 中 等 反 慮 強 反 癒
計

0-45-1011--20 21-3031-40 41--5051→

3日 以内
潔

4--7日 1亀00

(100.0%)
ξ

1

8・-14日 41
(80.0%)(20.0%)

5

15-2判

(2150.0%)(25.0%)(2日 髪)

4

22-30圓/210

i(66・6%)(33・3%) 1
罷

3

31-60日

{(222.2%)(2紘2隻)(5翫5隻)…

1 9

61日 →:4、021

}(66｡6%)(33.3%);1
6

計;(15
53.5%)(1生6劣)(3刷

o

i
28

(iii)死亡例(第26表)27例 、28同 ノ検 査 デ ア

ル｡中 等 反 慮 、 強反 慮 チ示 ス モ ノガ無 ク テ 全

テ ガ弱 反慮 示 ス モ ノ バ カ リデ アル ノ ガ特 異 デ

ナル｡弱 反 鷹 ノ中 デ、11-20粍 テ示 ス モ ノノ・8

-14病 日 デ20 .0%デ アル カ、 病 日 ノ進 ム ニ ツ

レテ上 昇 シ テ、31-60病 日ニノ・55、5%ト ナ ヅ タ

ガ、61病 日以 後 デノ・33.3%二 低 減 シテ ヰル｡

金 井 氏 ハ、 肋 膜 炎 ハ 「ツベ ル ク リ ン」「ア レル ギ

ー」ノ張盛 ノ時 二多 クハ嚢 症 シテ
、登 症 ト共 二可

域 急 激 二低 下 シ、病 機 ノ頂 貼 二於 テ最 モ低 下 シ
∫

が や

テル厭態ヲ示 シ、更 二族復期二入ヅテ壇強 シテ

來ルモノデアリ、又極早期二訪 レテ束 ル肋膜炎

患 者 ガ陰 性 叉 ノ・弱 反 磨 者 ガ他 二比 べ テ比 較 的 少

イ ノノ・「ツベ ル ク リ ン」「ア レル ギー 」ノ猶 低 下 シ

テ ナ イ歌 態 テ 示 ス モ ノデ ア ラ ウ トモ云 ツテ ヰ

ル ガ、 余 等 ノ成績 テ縮 括 シテ見 ル ノニ金 井 氏 ノ

説 ヲ裏 書 シテ ヰ ル檬 デ アル｡即 チ輕 快 例 デハ嚢

病 ノ初 期 「ツベ ル ク リ ン」「ア レル ギー 」ノ・強 盛 デ

アル ガ、 病 機 ノ頂 上(15-2f病 日)二 至 ツ テ低

下 シテ、 帳 復 期 二入 ツ テ再 ビ壇 張 シテ ル傾 向 テ

示 シ テヰ ル｡未 治 例 二於 イテハ 強 反慮 ラ示 スモ

ノ無 ク テ、 登 病 ノ初 期 カ ラ病 機 ノ頂 貼 二至 ル迄

ノ・、 中等 反 慮 壇 加 スル ガ、其 後 低 減 シテ錫 反慮

ガ大 多 歎 ヲ占 メテ ヰ ル事 カ ラ、 「ツベ ル ク リ ン↓
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第27表 「ツ」皮 内反慮 ト赤血球沈降速 度(1)

「ツ」反癒
弱 反 磨 中 等 反 慮 強 反 懸

斑｡m.

赤沈 中
等値m.臨

__ん___________________

0-45-4011-20
等

21-3031・-40

__… …{一 一 …

41一 る051→
計

　 …

0-8
一_}騨_　 _㎜ ㎜ 一

312
…

21 00 9
一_一 一一一 、噛鳳一 一 一 へ,一一一一一一ノ

6(66｡7%) 3(33.3%) 嫉

9・-23 5925
㌔

102 01 52
L-一 一一一 一 戸一顧一 一 》一

39(75.0%) 12(23.2%) 1(1｡8%)
r

2←55 224065 2411 10 163一 一一 ㌔一一一一一一一 一 申一 一一r一 一一一輔♂

127(78｡0%) 35(21.2%) 1(0.7%)

56--155 292358 245 2・[41
L-一 一一一一一ヘー 「一 ヘノー一一一一輔闘一鳳一ノ 一 一

110(78.0%) 29(20.2%) }2(1.4%)

5973150 6019 31365一 、〆一計 一一 一一一一〉一 一 〉一
282(77.2%) 79(21.6%) 4(1｡0%)i 卜

fア レル ギー」バ ー 般 二低 下 シテ ヰル｡死 亡例 ニ

於 イテへ 強反 慮 及 ビ中等 反 慮 テ呈 シ タモ ノガ、

各 病 機 二全 ク無 クテ盤 ク賜 反慮 テ示 シテヰ ル ノ

デ 「ツベ ル ク リ ン」「ア レル ギ ー」ハ更 二著 シ ク低

下 シテ ヰ ル｡

(4)「 ツ」皮 内反慮 ト赤 血球 沈 降速 度

くi)「 ツ」皮 内 反 慮 ト赤 沈 速 度 テ同時 二検 査 シ タ

モ ノノ・、365例 デ アル｡第27表 ノ示 ス如 ク、

第28表

「凶 反慮 弱 性 ノモ ノハ
、 赤 沈値 ノ正 常(66｡7%)

及 ビ輕 度 促進(75.0%〉 ノモ ノヨ リ、 強度 促 遙 テ

示 スモ ノ(78・O%〉 ガ多 イ｡聖 」強 反慮 テ示 スモ

ノデハ、 赤 沈 値 強度 促進 ヲ示 ス モ ノ(1.4%)ヨ

リ、輕 度 促 進 テ示 スモ ノ(1.8)%ガ 多 イ｡即 チ赤

沈 値 ノ促 進 二拉 行 シテ、 「ツベ ル ク リ ン」弱 反鷹

テ示 ス モ ノノ・増 加 スル傾 向 ヲ認 メ ラ レテ、 金 井

氏 ノ結 果 トー 致 スル所 デ アル｡

「ツ」皮 内反慮 ト赤血球沈降 速度(2)
薪

＼ 赤沈中等値
、

「ツ」反 慮 ＼
～一

渥 延 不 墾 促 準 計
_一"一 一

墳 強 7
(38.9%)

9
(50.0%)

2
(11.1%)

18
(40.0%)

不 愛 10
(47｡6%)

9
(42.8%)

221

(9・5%)(46.7%)

低 下 .1

(16.7%)
1

(ユ6.7%)

46
(17.8%)(13.3%)'

計 18
(40｡0%)

19
(42.2%)

845
(17.8%)

(ii)「ツ」皮 内反 慮 ノ推 移 ト赤 血 球 沈 降 速 度 ノ慶

化 二 於 イテ、 金 井 氏 ハ 「ツ」皮 内反 慮 ハ肋 膜 炎 ノ

経 過 中 二於 テハ大 禮 赤 沈 反癒 トー 致 シテ著 明 ナ

豫 後 ノ指 針 トナ リ得 ル モ ノデ ァ ル、 皇Pチ経 過 良

好 デ病 機 力治 癒 二 向 フ時 ニ ハ著 明 二皮 内反 慮 ハ

強化 シ、 不良 ノ機 轄 二向 フ時 ニ ノ、弱 化 シ テ途 ニ

ハ 陰 性 「アネ ル ギー 」ラ呈 スル ニ到 ル モ ノデ ァル

ト｡余 等 二於 イ テ 検 査 例 ノ・45例 デ アル(第28

表)｡帥 チ「ツ」反 慮 ノ檜 強 スル モ ノ デハ、赤 沈 値

ノ遅 延 ス ル モ ノガ～38.9%)、 促 進 スル モ ノ(11.1

%)ヨ リ多 ク、又 「ツ」反慮 不憂 ノモ ノモ同檬 デ ア

ル｡「 ツ」反 慮 低 下 ス ル モ ノノ・、赤 沈値 ノ促 進 ス

ル モ ノガ(17・8%)b邊 延 ス ル モ ノ(16.7%)ヨ リ
　　ド

モ 多 イ｡要 スル ニ前 述 ノ如 ク赤 沈 値 遅 延 ガ
、 綬
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ノ

過良好 ヲ示 スモノデアルカラ、「ツ」反慮檜強モ

亦佳良 テ意味スルモノデアラウ(次項参照)｡

(5)「ツ」皮内反慮 ノ椎移 ト臨1休経過

宮本氏ハ123例 二就 イテ経過 テ追 ツテ「ツ」反慮

ラ調査 シタ結果、中途デ反慮潰失 シタ3例 ハ何

レモ豫後不良(死 亡)、反慮減弱或ハ不痩ナモノ

ノ中3例 ハ壇悪、83例 ハ良好、反之反慮檜強 シ

タ37例 ハ大部分治癒輕快 シテ、部チ反慮 ノ中途

潰失叉ノ、減弱 スルモノハ経過不良デ アル トシ

タ｡金 井氏ノ・臨林的二良好ナ経過 ヲ探 ツタ59例

第29表 ギッ」皮内反癒 ノ推 移 ト臨肱経過

竜繭贋 場 強 不 憂 低 下 計

輕 快
昭

31
(44.9%)

24
(34.8%)

14
(20.3%)

69

(94.5%)気

未 治 2
(66.6%)

11

(33.3%)
3

(4.1%)

死 亡 1
(100.0%)

1
(1.3%)

計 31
、

(42.5%)
27

(37.0%)
15

(20｡3%)
73

1

中48例(83・05%)・=:・ 於 テノ・、 著 明 晶 「ツ」反 慮 ノ

彊 化 ヲ認 メ テ ヰル ガ、不 良 ノ韓 蹄 二 向 ツ タ17例

中14例(82・35%)ハ 反 慮 弱 化 テ示 シテ ヰル ト｡

猶 笠 井氏 ハ86例 二於 イテ、 反 慮 強化 シ タ モ ノ

ハ41例(47.7%)、 反 慮 不 攣 ノモ ノノ、22例(25 .6

%)、 弱化 ノ・23例(26.7%)デ 、 強 化 シ タ41例

中 治癒 輕 快 シタ モ ノ33例(80.5%)、 悪 化 或 ノ・

結 核 隠 登5例(12・2%)、 死 亡3例(7・3%)気 反

k不 墜 ノモ ノニ於 テノ・治癒 輕快18例(81・8%)、

死 亡4例(18,2%)、 反 慮 賜 化 シ タ23例 二於 テ ハ

治 癒 輕 快 卒最 モ低 ク、17例(73.9%)テ 示 シ、病

勢 不攣1例 、悪 化 或 ノ、結 核 纏 嚢2例(8｡7%)、 死

亡例3(13.1%)デ アル｡猶 入院 時 陰 性 反慮 ラ呈

シテ居 ツ タ26例 中経 過 テ追 ツテ調 査 シテ アツ

タ13例 中 入院後 陽 性轄 化 シ タ モ ノハ11名 デ、

此 中10名 ノ・治 癒 輕 快 シ、1名 ノ・悪 化 シ、退 院 時

二至 ル迄 陰 性 デ ア ツ タ モ ノ ノ・2名 デ1名 ハ治

癒 、1名 ハ死 亡 シ テヰ ル｡即 チ大饅 二於 テ経 過

的 二反 慮 弱 化 ラ束 タ ス モ ノハ不 良 轄 蹄 テ取 ル傾

向 ガ大 デ アル トイ ヒ得 ル ト｡余 等 ガ「ツ」皮 内反

第30表 「ツ」皮内反慮 ト麗温

遍轡 弱 反 磨
穐

中 等 反 磨 強 反 磨
計

0-4も5-1011-｡20 21・-3031-40

一 〕 一 占闇__

41-5051→

36｡.1--37℃. 253477
㌔幽一一 幽一一 ㌧百一一 一騨嘲一ノ

掌136(76.1%)

29.11
-

40(22.2%)

21
-

3(1.7%)

179

ぜ

(36.6%)

●

37｡.1-38℃. 343284
亀L」

v

150(77.0%)

2814
-
42(21.5%)

30の一
,

壕3(1.5%)

195

(39.9%)
鍬.ト390C. 182140

㌧ ノv

79(85.0%)

122
-

14(15.0%)
悔

93

(19・1%)
39｡.1--400C. 757

㌔一一一一 ヂー一 ノ

19(90.4%)

10
-
1(4.3%)

10
-
1(4｡3%)

21

(43.0%)
計

《
8492208
㌔一噂一一一一一軸 一

384(78三5%)

7027
-
97(19.9%)

61
-

7(1.5%)

488
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慮 ノ推 移 ト臨 殊 経 過 ノ閣係 ヲ検 査 シタ モ ノハ ワ3

例 デ アル(第29表)e「 ヅ」反慮 増 強 ヲ示 ス モ ノ

ハ、輕 快 例44.9%デ 、未 治 及 ビ死 亡 例 ニ ハ無 イ｡

「ツ」反 癒 不慶 ノモ ノハ
、輕 快 例34.8%、 未治 例

66・6%、 死 亡例100%(但 シ1例)デ アル｡「 ツ」

反 慮 低 下 シ タモ ノハ 、 輕 快 例20.3%、 未治 例

33.3%、 死 亡 例 ハ 無 イ｡以 上 ノ成 績 ヨ リ見 レバ、

経 過 不 良 デ死 ノ轄 蹄 ラ トル 時 ノ・、 「ツ」反慮 弱 化

シテ逡 二陰 性 「アネ ル ギ ー」ヲ呈 ス ル モ ノ ト云 ハ

レル モ、 余 等 二於 イ テハ例 藪 全 ク少 ク シテ讃 明

シ得 ナ イ ガ、 経 過 良好 デ輕 快 二 赴 ク時 、 「ツ」反

慮 ハ低 下 スル モ ノヨ リ、檜 強 スル モ ノニ 多 イ｡

(6>「 ッ」皮 内反 慮 ト膿 温

登 熱 ガ生 盤 ノ「ア レル ギ ー」二攣 化 ヲ與 ヘ ル コ ト

ノ・一 般 二認 メ ラ レテ ヰル事 デ、金 井 氏 等 ノ・登 熱

ト「ア レル ギー 」ト ノ關 係 ハ可 成 重 要 ナ事 項 デ ア

ル｡肋 膜 炎 二於 イテハ 登 熱 ト「ツ∫ア レル ギー」ノ

強 弱 ガ可 成 明 白 二 臨脈 的相 關 關係 ヲ物 語 ル ノデ

アル ト｡即 チ彼 等 ノ外 來 患 者 二於 イテ ノ成 績 ノ・、

36℃ 以 下 テ示 シタ12例 中「ヅ」反 癒 弱 反 慮 ヲ呈

シ タモ ノ6例(50%)、 強 反 慮 テ示 シ タモ ノ1例

(8.33%)デ アル%平 熱 ヲ示 シ タ モ ノ145例 申弱

反 慮 ノ・64例(44｡13%)、 強 反 磨 ハ24例(16｡55

%)デ アル｡39｡｡OC以 上 ノ高 熱 者8例 中6例(75

%)ノ 、弱 反 慮 ヲ示 シテ、強 反 鷹 ヲ示 シ タ遷 ノノ、皆

無 デ ア ル｡余 等 ハ 「ツ」皮 内反 鷹 ラ施 行 シタ 日 ノ

最 高 膿 温 ヲ以 テ膿 温 ヲ示 シ、404例488同 二就

イテ、雨者 ノ關係 ヲ求 メ タ(第30表1｡1ツ 」弱 反

慮 ラ示 スモ ノノ・,罷 温 ノ上 昇 二随 ヅ テ漸 次 其 率

ヲ増 加 ス ル(76.1%-90.4%)｡「 ヅ」強 反 慮 ハ例

撒 少 クテ確 率 ラ得 難 イ ノデ、 之 ト「ツ」中等 反慮

ト ノ釦 テ以 テ見 ル ノニ、禮 温 上 昇 ス ル ニ ツ レテ

其 卒 テ滅 ジテ ヰ ル(23.9%-8｡6%)｡以 上 ヲ通覧

ス レバ、 嚢 熱 高 イ時期 ノ、、 「ツ」反 癒 弱 ク、 李熱

二近 ヅ クニ随 ヅ テ「ツ」反 癒 ノ、彊 化 ノ傾 向 ヲ・示 シ

テヰ ル｡

(7)「 ツ」皮1スヨ反庭藍}・榮 養

金 井 、清 水及 ビ有 末 氏 ノ・、盟 格 ノ彊 弱 ト「ツ」反

第31表 ・ツ藩皮 内 反 磨 ト榮 養

、

弱 反 磨

(》-4

15一

5-40

… 乏「 一

11-20

4?　 　
83(74.896)

223470

126(78,9%)'

302351
　 　

104(82.0%)

6778168
　

313(78◎5g.6)

中 等 反 癒

21-一一3031-40

159
　
24(21.6%)

247
　

31(19.3タ6)w

176
　

23(18.0タ6)

5622

暑一一 一 一78(19
.7%5

強 反1態

τ5・5「i計

11131
　

4(3.6%)

30
　

3(1.8%)

61
　

7(1.7%)

(27.8%)

160

(40.2%)

127

(31.9%)

慮 ト ノ關 係 テ概 観 シテ 「ツ」弱 反鷹 ノモ ノニ於 テ

ハ 弱 盟 格 テ示 シ タモ ノ57.45%ナ ル ノニ、 強,壮

ナ モ ノ42.15%、 「ツ」強、反鷹i群中 デノ・艦 格 虚 弱

ノ モ ノ7,73%デ アル ガ、 彊}仕ナ モ ノ15.6%ヲ 』

示 シ テ ヰル.即 チ強批 ナル モ ノニ 於 テノ・「ツ」弱

反 磨 ハ比 較 的 低 傘 テ示 シテ、 虚 弱 者 二於 テハ 高

卒 テ示 シテ ヰ ル ト｡余 等 二於 テ 「ツ」反 癒 ト榮 養

398

ト ノ關係 ラ検 査 シ タモ ノノ・398例 デ アル｡(第31

表)「ツ」弱 反 癒 テ示 ス モ ノノ、、 榮 養 良 ナ ル モ ノ

(74.8%)ヨ リ、榮 養 不 良 ナ モ ノ(82.0%)・=多 イ｡

「ツ」中等 反 慮及 ビ強 反 慮 テ示 スモ ♪ハ
、 反 之 シ

テ榮 養 不 良 ナ モ ノ(21｡4%)ヨ リ、 榮 養 良 ノモ ノ

(25・2%)二 多 イ｡金 井氏 等 ノ盟 格 二於 テ ノ成績

ト略 一致 シ タ結 果 ヲ得 タ.

聴
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第十一章 豫後的事項

(1)退 院 時 轄 錦

肋 膜 炎 ハ 治 癒 卒 大 ナ ル モ ノ トサ レ テ、 其 一 次 性 葦

豫 後 ハ 良 好 ナ 事 ノ・周 知 ノ事 デ ア ル｡即 チSch()・'r

ttmtiller,Liebermeister,Hochstetterノ ・治 癒

傾 向 大 デ ア ル ト云 ヒ、Eichhorst,Ziemsenノ ・

死 亡 率6%、Staehelinノ ・3%、Syllaノ ・4%

ト云 ヅ テヰ ル｡又 拙 井 氏 〉・軍 除 二於 テ、 全 治 シ

テ軍 務 二復 スモ ノノ・50%位 、 死 亡 ノ・1年 二10・

名位 デ アル ト｡笠 井 氏 ハ治 癒 輕 快 例 ハ81・3%、

死 亡例 ノ・7.3%、 治 癒 輕 快 ノ順 ハ 漁 性(84｡2%1,

第32表 肋 膜 炎 ノ 縛 蹄

種 類 患 者 数
～
輕 快 未 治 死 亡

乾 性 肋 膜 炎{221
i12(5.4%)

7(3.2%)

漁 性 肋 膜 製1853 、灘 叢1 128(7｡0%) ｡76(4.1%)

縦 隔 肋 膜 炎 5 4(80.0%) 1(20.0%) 0

肺 葉 問 肋 膜 炎 』_」L
1

7(100.0%) 0 0

肺 尖 肋 膜 炎 1(1GO.0%) 0 0

陳蕾性及癒著性肋膜炎 108 89(82.4%) 14(13.0%) 5(4.6%)

肋 腹 膜1炎 脇
縣

380(58.6%) 112(17.3%) 156(24.1%)

計 2843 23弓2(82・0%) 267(9.3%) 244(8.7%)

非肋 化 膿 性 44 17(38.3%) 19(43.3%ゲ 8(18.2%)

鰍 肺炎搬 性 36 25(69.4%) 6(16.7%) 5(13｡9%)

性炎 癌 腫 性 11 .0 4(36.3%) 7(63.6%♪

計 91 42(46｡1%) !29(31・8%) 20(21.9%)

総 計 2934
,

2374r80.996)i296「10.1%) 264(8.9%)

乾 性(76.2%)、 癒 著 性(58.6%)デ アル｡山 田氏

ノ・治 癒 輕快 卒72.5%、 死 亡傘6,4%ヲ 暴 ゲ、{熱性

(74.5%)、 乾性(73.7%)、 癒 著 性(53%)ノ 順 二治

癒 輕 快 スル ト｡林 、生 田及 ビ武 田氏 ノ・乾 性 ノ治

癒 ノ、54.5%死 亡 ノ、1｡1%、 注勲 性 ノ治 癒 ノ・53.5

%死 亡・ハ2.6%デ アル｡古 瀬 氏 ノ・治 癒 輕 快752

%s死 亡ノ・6.8%デ 、城 野 及 ビ池 谷 氏 ノ・90%輕

快 、7.1%死 亡 ス ト｡余 等 ノ成 績 ハ 第32表 ノ如

ク デ`肋 膜 炎 患 者 総 薮2934名 中輕 快例 ノ・

2374例(80.9%〉 デ、 其 中 結核 性 ノ モ ノノ・2332

例(82.0%)s非 結 核 性 ノモ ノ42例(46.1%)デ ア

ル｡死 亡例 ノ・264例(8、9%)デ 、 其 中結 核 姓 ハ

244例(8.7%)、 菲 結 核 性 ノ・20例(21.9%)デ ア

ル｡結 核 性 肋膜 炎 ノ内繹 ハ、 輕 快 傘 肺 葉 間及 ビ

肺 尖 肋 膜 炎 第 一 位(100.0%)デs乾 性(91.4%)、

漁 性(88・9%)、 陳 奮 性癒 著 性(82.4%)、 肋 腹 膜

炎(58.6%)ノ 順 デ アル｡爾 死 亡 傘 二就 イテノ・肋

腹 膜 炎 ノ24,1%、 陳 菖牲 癒 著 姓 ノ4.6%、 漁 性

ノ4.1%、 乾性 ノ3.2%ノ 順 位 トナ ル｡非 結 核

姓 肋膜 炎 ノ死 亡卒 ハ、 癌 腫 性63.6%、 化 膿 性

18｡2%、 肺 炎 績 嚢 性13.9%ト ナ ツテ全 ク原 病 二

基 因 ス ル｡

(2)登 病 ヨ リ輕 快 退 院 二 至 ル迄 ノ期 間

古瀬 氏 ノ・肋 膜 炎 入院 日藪1ケ 月 以 上2ケ 月 以 下

ノモ ノガ大 多激 デ アル ト｡Zeckertノ ・治 癒 輕 快

迄 ニノ・平均59日 、Brunsハ3-4ケ 月 、H乞ut-

emannノ ・11ノ2-3ケ 月 テ要 入 ト云 フ｡余 等 ノ・肋

膜 炎 患者 ノ 輕 快 退 院 シ タ2374例 二 就 イテ、

褒 病 カ ラ輕 快 二 至 ル期 間 テ検 査 シタ ノー・・(en33

表)、結核 性 ノモ ノデノ・2ケ 月 ヲ要 シタモ ノ最 モ

多 ク(30.3%)、1ケ 月(29｡5%)、3ケ 月 テ要 ス ル

モ ノ(15.9%)之 二次 イ デ ヰ ル｡而 シ テ此 中 乾

性 、{黒性 、陳 藷 性 等 二於 摘テノ・1--2ケ 月 テ要 ス

ル モ ノ多 ク、肋 腹 膜 炎 二於4テ ノ・、2-3ケ 月 ヂ

、
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第33表 登病 ヨリ輕快退 院二至ル迄 ノ期間

膨

＼
璽

＼＼

炎

＼
矯 膜『吻

」
乾

V3 1/2 2/3 1 2 3 4 5 6

14 21 22 73 37 14 12㎜ 3 3

温 性 肋 膜 炎 10 17 49 540 535 251 110 62 30

陳 奮 性 及
癒 著性 肋膜炎

4 4 4 23 21 10 8 2 1

其 他 1 2 3 2 1 1 1

肋 腹 膜 炎 2 1 50 111 94 43 31 19

計 29 44 78 689 706 370 174 99 53

(1.24%) (L89%) (3.34%) (29.5%)}⑱0.30%)
旨

(15.9%) (7.46%) (4.24%) (2｡27%)

非結核性肋膜炎 2
(4｡7%)

1
(2.4%)

4
(9.5%)

1411
(33.3%)(26.2%)

4
(9.5%)

2
(4.7%)

2
(4.7%)

1
(2.4%)

線 計 31
(1.32%)

45
(1.90%)

82
(3.46%)

703717

(29.60%)(30.20%)

374

(15.80%)

176
(7｡43%)

101
(4.64%)

54
(2.28%)

旨

7 18
{

9
i

10 11

[

12 13 14 1524

∫

計

2 1 202

18 7 5 7 3 3
-

1

1 1 1649

3 2 4 1 1 89

1
r

12

10 8 5 3 3 380

28
(1,2%)

20

(0.86%)

12

(0.52%)

14
(0.60%)

4
(0.17%)

7
(0.30%)

2
(0.09%)

1

(0｡04%)

1
(0.04%)

1
(0.04%)

2332

1
(2.4%)

42

29
(1.22%)

20

(0.81%)

12
(0.51%)

4 7

(0.29%)
2

(0.08%)

1
ro.04%)

1
(0.04%)

1
(0｡04%)

2374

要 ス ル モ ノ多 歎 テ 占 メ テ ヰ ル｡非 結 核 性 ノモ ノ

デノ・、1ケ 月 テ要 スル モ ノ33.3%デ 最 多薮 ラ示

シ テ、2ケ 月26.2%之 二次 グ｡勿 論 此 中 ニハ全

治 シ テ モ保 養 カ テ ラ入院 シ テル モ ノモ ア ツ テ、

眞 ノ治 癒 輕 快 二至 ル迄 ノ 日藪 トノ・云 ヒ難 イ ガ、

之 ニ ヨ ツ テ肋 膜 炎 ナ ル モ ノ ノ大 盟 ノ経 過 日撒 テ

察 知 シ得 ベ キ モ ノ ト考 ヘ ル｡

(3)登 病 ヨ リ死 亡 二至 ル迄 ノ期 間

余等 ノ肋 膜 炎 死 亡例264例 二就 イテ ノ成 績 デ ア

ル(第34表)｡結 核 性 ノモ ノデ ノ・爽 病 後3ケ 月 デ

死 亡 スル モ ノ最 高 傘 ヲ 示 ス(21｡3%)｡2ケ 月

(18.4%)、1ケ 月(12.7%)、4ケ 月(10.6%)之

二次 イデ ヰル｡非 結 核性 ノモ ノデル・1ケ 月35,0

%デ 最高 ヲ占 メテ、2ケ 月20.0%、 ソ2ケ月15.0

%、3ケ 月10｡0%、4ケ 月10、0%ノ 順 デ アル｡

第34表 螢病 ヨ リ死亡 二至rv迄 ノ間期

＼ ＼肋膜炎ノ

期間 ＼騨
㌔ ケ月間

1,,

2,,

3,,

4,,

5
魂,警

6,,

7
__藁'_

8,,

9,,

10,,

11,,

14,,

18,,

計

結 核 性

(%)

10(4.0)

31(12｡7)

45(18.4)

52(21｡3)

26(10.6)

24/9.8)

24(9.8)

10(4.0)

12(4｡9)

2(0｡8)

4(L6)

2(0.8)

1(0.4)

1(0.4)

244

非 結 核 性

(%)

3(15.0)

7(35.0)

4(20.0)

2(IO.0)

2(10.0)

0

1(5.0)

0

計(

%)

13(4｡9)

38(14.4)

9(18.5)

54(20.4)

28(10｡6)

24(9.0)

25(9.4)

10(3.7)

012(4.5

02(0.7)

04(1.5)

1(5.0)3(1｡1)

01(0.4)

211憂61(0'4)
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嚢 病 後6ケ 月 以 内 ノ死 亡 卒 ハ 合 セテ87.2%A

達 スル｡即 チ嚢 病 後6ケ 月 以 内 ノ死 亡者 ノ＼ 過

牟 数 テ算 ス ル｡

(4)死 亡 ト季 節

第35表 二示 ス如 久7月(10.6%)、8月(10.3%)

1デ最 多 撒 テ占 メ テ
、2月(9｡8%)、5月(9.8%)、

第35表 死 亡 ト 季 節

肋膜 炎 ノ

種類死亡
ノ月

結核性(
%)

非結核性
(%)

計
(%)

一 ・ 月 11(4.5) 2(10)}13(4・9)

二 月 23(9.4) 3(15){26(9・8)

三 ピ 月 17(6.9) 3(15)
∫

20(7.6)

四 月 21(8.6) 4(20) 25(9｡5)
昭

五 月 24(9.8) 2(10) 26(9｡8)

六 月 20(8.2) 0 20(7.6)

七 月 27(11.0) 1(5) 28(10.6)

入 月 22(9.0) 2(10) 24(9.1)

九 月 27(11｡0) 0 27(10.3)

十 月 23(9.4) 1(5) 24(9.1)

十 一 月 11(4.5) 0 11(4.2)

十 二 月 18(7、2) 2(10) 20(7.6)

計 244(92.4) 20(7.6) 264
騨 一

4月(9・5%)、8月(9.1%)、10月(9.1%)ノ 順

デ アル｡結 核 性 二於 イテノ、7月(11.0%)、9月

(11.0%)ガ 最 高 デ アル｡全 艘 二於 イ テ季 節 別 ニ

ス レバ春 季26.9%、 夏 季27.3%,秋 季23.6%、

冬 季22.3%ト ナ ヅテ、死 亡 ハ夏 季 ニー 番 多 ク春

季 、 秋 季 、冬 季 ノ順 デ アル｡夏 季 二多 イ ノハ 暑

サ ノ爲 メ生禮 ノー般 抵 抗 力 減 弱 スル ニ因 ル モ ノ

ト思 フ｡

(5)遠 隔 成績
ノ

上述 ノ如 ク特 登 性 肋 膜 炎 ハ結核 性疾 患 中治 癒 傾

向六 チル モ ノデ直 接 豫 後 ハ 佳良 デ アル ガ、 其 遽

隔 豫後 二就 イ テノ・藪 多 ノ報 告 ガ示 ス様 二誠 二興

味深 久 結 核 トノ關 係 二就 イテ肋 膜 炎研 究 上最

モ緊要 ナ モ ノデ アル｡即 チ1803年Conradi

ガ肋 膜 炎 ト結 核 トノ關 係 ラ説 イ タ ノガ最 初 デ ア

ル｡其 後 結 核 患 者 ノ既 往症 二肋 膜 炎 テ有 スル モ

ノ ・・一就 テ宮 本、 井 下 氏 等 ハ8.1%、Landouzy

ノ、60%、Constanノ ・66%、Groberノ ・8.8% 、

Stanislausル 、7%、Turbanノ ・6.5%、Silber-

schmidt8｡3%、Mumme12.5%、Frederisken

ノ・6｡2%、Carellasノ ・約6%、K6sterノ ・8.1

%、Reyeノ ・12.5%ノ 成 績 テ暴 グ テ ヰ ル｡反

封 二 肋 膜 炎 テ経 過 シ タ者 ノ運 命 ラ タ ド ル ト、

Allardノ 、42%、KoeSterハ48%、Silberschmの

idtノ 、30%、Schee1&〕Foienノ 、23%、Oeffner

ノ、28% 、H乞utemannハ33%、Gsellノ 、54%、
ノ

Frederiskenハ24.2%、 古瀬 氏 ハ23.1%.笠

井 氏 ハ32.4%ノ 結 核 繊 嚢 卒 ヲ 報 告 シテ ヰル｡

以 上 ノ歎 字 ガ示 ス如 ク肋 膜 炎 ト結 核 ニ ノ・密 接 ナ

關 係 ガ ア ツテ、其 豫後 モ強 チ可 良 トノ ミ云 ヒ得

ナ イ ノデ アル｡余 等 ノ・大 正10年1月 カ ラ 昭和

14年12月 二 至 ル満19年 間 ノ肋 膜 炎 入院 患 者

2934例 中 入院 中死 亡 シタ264例 テ除 イ タ2670

例 二封 シテ調 書 ヲ登 迭 シテ之 テ關 明 シヤ ウ ト試

ミ、 現 在(昭 和16年11月)迄 二到 著 シ タ返 書 ハ

754例 デ、之 二就 イテ下記 諸 項 二亙 ツ テ観 察 ラ

行 ツ テ見 タ｡猫754例 中結 核 性 ノ・734例 、 非 結

核 姓 ノ・20例 デ、 前 者 二就 イテ ノ ミ述 ベ ル、

(i)肋 膜 炎経 過 後 ノ運 命

Allardノ ・211例 中健 在41%、 不 明5%、 結 核

綴 登13%、 結 核 死29%、 他 病 死12%ト 嚢 表 シ、

Koesterハ 、514例 中健 在44%、 結 核 縫 獲26%,

結核 死22%、 非 結核 性疾 患 ノ死 亡8%ト 報 告

シ、Milhlhanserノ ・56例 中健 在21%、 結 核 綴
ガ

褒59%、 結 核 死16%、 非 結核 性疾 病 デ死 亡 シ

タモ ノ4%ト 報 ジ、Silberschmidtノ ・120例 中

健 在70%、 結 核 二移 行 シ タモ ノ12%、 結核 死

18%ト 云 ヒ、Schee1&Foienノ ・812例 中健 在

75%、"L結 核 搬13%、 結 核 死10%、 他 ノ疾 患

ニ ヨル死 亡2%ト 云 ヒ、Oeffnerハ98例 中健

在72%、 結 核緬 蟻28%、H乞ntemannノ 、30

例 申健 在67%、 一一結 核 移 行33%、(kSel1ノ ・98

例 中健 在46%、 結 核 罹 患26%、 結 核 死28%、

Frederiskenノ ・183例 中 結核 罹 患24.2%、 其

中死 亡13%ト 云 ヒ、古瀬 氏 ハ191例 中全 快 輕 快

58・6%、 結 核 綴2.7%、 不 攣2%、 悪化0.5

%、 死 亡36・1%ト 云 ヒ、笠 井 氏 ノ・213例 中引 績
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キ健 准63｡4%、 不攣1｡4%、 結 核罹 患 中 ノモ ノ

8.9%、 結 核 死23.5%、 非 結核 性疾 患 デ死 亡 シ

タ モ ノ2.8%ト 云 ツ テ ヰ ル｡余 等 ノ例 二於 イテ

ノX734例 中 引緬 キ{建康 ナ モ ノ495例 即 チ67｡4

%、 不 攣 ナ モ ノ40例 即 チ5.4%、 死 亡 シ タモ ノ

第36表

剛防離 醗弊賜糖
734i

(6多1舞)(411>lr、.舞)}(、118)(,ll)}(,ll)

199例 即 チ27.1%ト ナ ツ テ、 此 死 亡例 中結 核

死110例 即 チ15.O%、 非 結 核 性 疾 病 ニ ヨル死 亡

例26例 即 チ3.5%、 死 亡疾 患 名 不 明 ノ・63例 、即

チ8.6%デ ァル.猫 不 礎 ノモ ノ ノ中 デ、結 核 績 嚢

ノ・9例(1.2%)、 原 病 療 養 中 ノモ ノ31例(4.2%)

第3

ガ アル(第36表)｡

(ii)病型 ト豫 後

笠 井 氏 等 諸 家 ノ報 告ハ 乾 性 轟於 イテ ノ、肋 膜 ノ病

漿 度 モ輕 少 、 其持 績 期 聞 モ短 ク、 多 クか其 マ マ

吸牧 サ レルニ 反 シテ他 ノモ ノ特 二陳 菖 性 デハ 周

園 二及 ボ ス影 響 大 貴 長 期 二亙 ル ト云 フガ、 余 等

ル734例 デノ・、漁 性509例 中364例(71.5%〉 健

雀、死 亡 ノ・114例(22.4%〉 デ豫 後 最 モ良 ク、乾牲

ノ・之 ・=一次 イ デ58例 中治 癒40例(69.0%)、 死 亡

16例(27.6%)、 肺 葉 間 及 ビ陳 薔 性 癒 著 性 デノ・治

癒 傘 同 ジ デ ァル カ(66.6%)、 肺 葉 聞 ニ ハ死 亡例

ナ ク、陳 薔姓 癒 著 性 ニ ハ9例(30.0%)、 肋 腹 膜 炎

130例 中 治 癒69例(53｡1%)、 死 亡57例(43｡8

%)デ 、縦 隔 肋膜 炎 ノ死 亡 例3例(75.0%)二 次 イ

デ高 傘 ラ示 シテ ヰ ル(第37表)｡以 上 多 ク ノ學者

7表

病 型 例 敷
ll

治 癒1不 墾 死 亡

__⊥_
5詫一 性 58

』

40(69.0%)
一M-～}_-

2(3.4%)116(27・6%)

漁 性 509 364(71.5%) 31(6.1%)}114(22.496)

縦 隔 4 0 1(25.0%)}3(75.0%)

肺 葉 問 3 2(66.6%) ・(33.3%)1・
1

陳蕪性癒著性 30 20(66.6%)11(3.3%)i9(30.0%)

肋 腹 膜 炎 130
…

69(53・1%)14(3・1%) 57(43.8%)

計 734/495(67.496)、 釦(5.4%) }199(27｡1%)

ノ報 告 二 反 シテ漁 性肋 膜 炎 ノ豫 後 力、 一 番可 良

トナ ッ テ ヰ ル ガ、K6nigerモ 漁 牲肋 膜 炎 ノ豫

後 良 好 ナ ノテ認 メ テ、 ソ レヲ・滲 出液 ノ見 疫 作 用

テ以 ツ テ読 明 シテ ヰ ル｡

(iii>罹患{貝9ト豫 そ笈

Allardノ 、雨側 罹 患 ノモ ノ豫 後 最 モ 悪 ク其 結 核

綴 蛮 傘 ハ67%、 右 側46%、 左 側43%ト 云 ヒ、

K6ster/3右 側50%、 左 側45.7%、 雨 側44.4%

第38表

病 側 例 酬 治 癒隊 司 死 亡

右
_一 冊　 … 一一}

296 218
(73｡7%)

___…_}… 一{

画(6220｡9%)
左 225 159

(70.7%)
1452

(6.2%)1(23.1%)
日一

雨 側 46

k58｡1髭)1

一

(6.516)1(3蛋 §隻)

5報 告 シ、古 瀬 氏 ハ 雨 側 罹 患 ノ死 亡 率 ハ66.6%

テ示 シテ甚 シ ク不 良 デ アル ガー 側 性 ノモ ノノ・比

較 的 良 好 デ其 間 著 差 テ認 メナ イ ト｡笠 井氏 ハ縮

結 核 綴 墾 率ノ・右 側32.8%、 左側24.3%、 雨 側

43.8%テ 示 シテ、 雨 側 性 ノモ ノ豫 後 最 不 良 、 右

側 之 二次 イデ左 側 ノモ ノ稽 ㌃良 好 デ アル｡之 ハ

雨 側 肋 膜 炎 ガ結 核 菌 血 症 ノ登 症 デ アル故 デ ァ ラ

ウ ト云 ッ テ ヰ ルe余 等 ノ例 デノ・第38表 ノ示 ズ

如 久 漁 性 及 ビ乾 性 肋 膜 炎567例 中右 側296例,

左 側225例 及 ビ雨 側46例 六 其 死 亡例 ノ・右 側

62例(20・93プ)、 左 側52例(23.1%)、 雨 側16例

(34.8%)ト ナ ツ テ雨 側 性 ノモ ノー 番 傘 ガ高 ク豫

後 不 良 デ アル｡

(iv)初 綾 年 度 別 豫後

初 襲 年 度 別 二豫 後 テ見 ル ト、 綜 数734例 中(第

軸



第6號 】
謎

相澤・野並・倉 光=助 膜 炎 ノ統計的観察 315

第39表 初 登 年 度 別 豫 後

初欝 劇 海 酬 治 剰 不 刻 死 亡
大 正 十 年 10 2(20.0%) 8(80.0%)

十 一年 8 6(75｡0%) 2(25.0%)

十二年 15 7(46.7%) 8(53.3%)

十三年 20 11(55.0%) 9(45.0%)

十四年 27 14(51.9%) 13(48.1%)

十五年 37 19(51㌦4%) 18(48.6%)

昭 和 二 年 44 26(59.1%) 2(4.6%) 16(36.3%)

三 年 39 26(66｡7%) . 13(33.3%)

四 年 31 21(67｡7%) 1(4.3%) 9(29.0%)

五 年 38 18(47.4%) 3(7.9%) 17(44.7%)

六 年 25 19(76.0%) 6(24.0%)

七 年 22 15(68.2%) 3(13.6%) 4(18.2%)

八 年 27 18(66.7%〉 1(3.7%) 8(29.6%)

九 年 78 53(67.9%)
一

7(9｡0%) 18(23.1%)

十 年 49 37(75.5%) 6(12｡2%) 6(12.2%)
勇

十一年 6554(83.1%) 2(3.1%) 9(13.8%)

十二年
1

7860(76｡9タ6) 2(2.6%) 16(蝕0.5%)

十三年 亀86・63(73
.3%) 7(8.1%) 16'18｡6%)

十四年 35i26(74.3%) 6(17.1%) 3(8.6%)

計 734{495(67.4%) 40(5.4%) 199(27.1%)
E

39表)、 治 癒 シタ例 数 ノ・大 正 年 間 二少 ク(20.O%

-75 .0%)、 昭 和3年 以 降ハ 漸 次 檜 加 シ テ概 ネ 同

牽 デ アル｡死 亡例 二於 イテ ノ・大 正 年 間 二 多 ク

(25.0%-80.0%)、 昭 和4年 以 降 激 減 シテ低 率

テ示 シテ ヰ ル｡不 攣 例 デノ・大 正 年 間 ニ ノ・皆 無 デ

ァル ガ、近 年 二至 ル ニ ツ レテ檜 加 ノ傾 向 ガ ァル｡

卸 チ古瀬 及 ビ笠 井 氏 ノ例 二於 イ テ見 ル如 ク古 イ

モ ノデハ 筋 へ結 核 ヲ縫 獲 スベ キ モ ノノ・結 核 二移

行 シ叉 ハ 之 ノ爲 二死 亡 シ テ其 形 勢 一 段 落 テ告 ゲ

テ シマ ツ テ居 ル ガ、近 年 ノモ ノデハ猶 現 在 結 核

ジ罹 患 中或 ハ 之 二移 行 シヅ ヅ アル モ ノガ多 イ爲

上述 ノ關 係 テ生 ジタ モ ノデ ア ラ ウ｡

(v)肋 膜 炎 爽 症 後 結 核 死 マ デ ノ年 教

Allardノ ・61例 ノ肋膜 炎 後 ノ結 核 死 亡例923年

闘 観 察 シテ、最 初5ケ 年 間 二32例 テ歎 ヘ テ結 核

死 ノ半数 ハ最 初 ノ5ケ 年 間 二見 ラ レル ト云 ヒ、

Koesterノ ・肋膜 炎綴 褒結 核 罹 患撒106例 ノ16年

間 ノ 報 告 デ 最 初5年 間 二70例 、 其 結 核 死 亡例

58例 中5ケ 年 聞 二49例 テ算 シ テ5ケ 年 以 内 二

贈麟懇鷺蕪 欝稀翻
3ケ 年 間 ニ142例 、叉 結 核 死 亡撒80例 中3ケ 年

以 内 ノモ ノ54例 デ アル ト報 ジ、Gsellノ ・結 核 纏

嚢 例25例 及 ビ死 亡撒28例 共 二3年 以 内 デ アル
　

ガ、其2ノ3ノ・1年 以 内 デ アル ト｡Frederiskenル

148例 ニ ヨ レバ、其 中後 獲 結 核46例 デ3ケ 年 以

内 二36例 、 結 核 死21例 中20例 ノ・2年 以 内 デ

Scheel二 贅 シテ ヰル｡Stanislausノ ・結 核 後 嚢

25例 申最 初 ノ5年 間 二15例 ラ見 、Carellasノ ・

565名 ノ統 計 二於 イテ3ケ 年 以 内 二49%結 核 ・・:.

罹 患 シテ、1ケ 年 以 内二28.6%綴 登 シテ最 高 デ

アル トイ ツテ ヰ ル｡出 井 氏 ノ・肋膜 炎 治 癒 後 ノ死

亡者 ノ72.08%ノ ・3ケ 年 以 内 ニ アル ト、大 沼 氏 ハ

結 核 縫 登 卒 ハ孚 歳 内 二9.8%、1年 内24.4%、
ノ

2年 内9.1%、3年 内8.5%、4--5年 内15.3%、

6』10年 間 二20.1%、 夫 レ以後 ノ・12.8%ト 報 告

シ、 古 瀬 氏 ノ成 績 デノ、死 亡率1年 内18｡3%、2

年 内31.6%、3年 内21.0%デ 以 後 ハ少 イ ト、 杉
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本 及 周 谷 氏 ニ ヨ レバ1年 内二 最 モ多 ク其 後 漸 次

減 少 ス ル ト云 ヒ、 笠 井 氏 ハ 結 核 綴 嚢 ノ・1年 内

65.2%、2年 内15.9%、3年 内11.6%、 ヌ.死亡

例50{列 二就 イ テハ1年 内 二40%2年 内32%、

3年 内18%デ 以 後 ハ激 減 スル ト報 告 シテ ヰ ルe

余 等 ノ例 晶於 イテ ハ結 核 綴 嚢 時期 不 明 弟 付 キ結

核 二 因 ル死 亡例110例 二就 イテ遽 ベ レバ、第40

表 ノ如 クデ1年 以 内51例(46｡4%〉 、2年 以 内16

例(14｡5%)、3年 内15例(13.6%)、 以 後 頓 二減

少 シテ全 部 デ28例(25.5%)ト ナ ル、 即 チ3ケ

数年ノデマ死核結後症螢炎膜肋表如第

年以 内 ノモ ノ テ合 セ レバ74.5%ト ナ ツ テ過 孚 歎

テ 占 メ、 其 中1ケ 年 以 内 二死 亡 スル モ ノ最 モ多

クテ、約 孚教 ハ1ケ 年 以 内 二結 核 縄 嚢 シテ死 亡

スル｡全 ク諸 家 ノ読 ニー 致 スル所 デ アル.

(④ 初 嚢 年齢 ト結 核 綴 登

第4

F.Klempererノ 、小 見 ノ肋 膜 炎 豫 後 ノ、良 好 デ

アル ガ、 成 人 ノ揚 合 ニ ノ・年 齢 テ考 慮 シナ ヶ レバ

ナ ラヌ ト云 ヒ、Allardノ ・15歳 迄 ノ肋 膜 炎 患者

ノ・27%結 核綴 嚢 スル ガ、16歳 以 後 デハ54%結

核 デ死 亡 スル｡K◎esterノ ・15歳 以 下 ノ・豫 後 良

1表

謹 い5-2・劇21蠣12(ト3・ 歳1日 劇 μ一5・劇5・ 歳一1
結 核 継 饗 2

(22.2%)
5

(55.6%) (11.1%)
1{1

(11.1%)

結 核 ニ テ 死 亡 41/
(37.3%)

39

(35.5%)

7
(6.4%)

11
(10.0%)

7
(6.4%)

5
(4.5%)

計 43

(36｡1%)

44
(37｡0%)

8

ぐ6.7%) d｡.}刻r5ぬ
5

r4.2%)

好 デ結 核 縫 嚢 ハ ソ3二 止 マ リ、5-10年 間 テ要

スル ガ、16--60歳 デ ノ・50%以 上 デ5年 以 内 ニ ナ

ル モ ノ約3/4デ ア ル ト｡Gsellモ 亦25毒 以 上 ノ、

結 核 糠 登 傘 ガ大 デ、 以 後 年 齢 壇 加 スル ニ ツ レテ

盆 ㌃多 ク20歳 附 近 デノ・1ノ4ノ頻 度 ラ示 ス ガ60歳

頃 デハ'z/3二 増 大 ス ル ト云 ヒ、 笠 井 氏 ノ・16-20

歳 最 不 良 デ、36-40歳 之 二次 グ ト 嚢 表 シテ ヰ

ル.余 等 ノ例119例 二於 イテ ノ・(第41表)、21-

25歳 ノx44,fi5ij(37｡0%)、15-20歳 ノ、43壷列(36.1

%)デ 大 差 ナ ク最 モ多 ク、31--40歳 、26-30歳 、

41-50歳 、51歳 以 上 ノ順 デ アル｡

(vii)遠 隔 成績 二於 イ テ ノ死 因疾 患

死 亡 ノ病 名 ノ明 ナ モ ノニ就 イテ見 レバ第42表

ノ示 ス如 ク デ、 結 核 性 疾 患 ノ部 デハ 肺 結 核 ガ多

クテ過 孚 撒 ヲ占 メ、 非 結 核 性 ノ部 デノ・心臓 疾 患

ガ最i高デ アル｡

第42表 死 因 病 名

結 核 性 非 結 核 性
病 名1例 鍛 病 名1例 撤

肺 結 核 64 心 臓 病 6

腹 膜 炎 16 肺 炎 4

肋 腹 膜 炎 11 腎 臓 病 2

腸'結 核 凄6 肝 臓 病 1

謄 膜 炎 6 胃 潰 瘍 1

喉 頭 結 核 4 肝 臓 癌 1

脊 椎 カ リ エ ス 2 旙 溢 血 1

腎 臓 結 核 1 動 脈 硬 化 1

計 110 老 病 1

感 冒 1

肺 壌 疽 1 ;

氣 管 枝 喘 息 1

轟 垂 炎 1
匹

婦 人 病 1

外 傷 其 他 2 レ

腸 チ フ ス 1

1計 26
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第十二章 総'括

余 等 ハ大 正10年1月 カ ラ昭和14年12月 晶 至

ル満19年 間慶 磨 義 塾大 學 病 院 内科 ユ入 院 シ タ

肋 膜 炎 患者2934名 二就 イ テ、 臨 鉢 的統 計 的観

察 テ行 ツ テ次 ノ結 果 テ得 タ｡

(1)肋 膜 炎 患 者 入院 纏 教ハ、 内科 入院 患 者1隠撒

ノ11.7%デ ァル｡

(2)肋 膜 炎 患者 ノ 男封 女 ノ 比 ノ・1.5:1デ アル

ガ、 入院 患 者 偲 藪 ノ男 封 女 ノ比 ノ・1.4:1ト ナ ツ

テ、雨 性 間 ノ罹 患 傘 ニノ・大 差 ナ イ｡

(3)1勲 性 肋 膜 炎 最 モ 多 ク(63.2%)、 肋 腹 膜 炎

(22・0%)、 乾 牲 肋 膜 炎(7.6%)ノ 順 デ アル｡

(4)肋 膜 炎 ノ・青 年 期 二多 壷 シテ、15-25歳 ノモ

ノ59.2%デ 其 過 半数 テ 占 メ テ ヰル｡

(5)季 節 二就 イテノ・、3、4、5及 ビ6月 二頻 壷

くスル
｡1

(6)罹 患 側 デハ、 漁 姓 、 乾 姓 、 陳 菖 牲 肋膜 炎 二

於 イテ、右 側(54.0%)、 左 側(38.4%)、 雨側(7.6

%1ノ 順 デ アル｡

(7)職 業 デ ノ・、 學 生(24.0%)、 商 業(17.6%)、

勤 人(15.8%)ノ 順 二多 イ｡

(8)肋 膜 炎 患 者 ハ3等 入 院 患者 二多 イ｡

(9)禮 質 トノ關 係 二於 イ テハ、 禮 格 中 デ榮 養 可

!デ アル者 ガ39.4%テ 占 メ テー 番 多 イ｡

(10)誘 因 二就 イテハ 、所 謂 感 冒 ガ牟敷 ラ占 メテ
～

ヰル｡

(11)主 訴 デハ登 熱 、 胸 痛 、 咳 歎 ガ多 イ｡
ミ

(12)結 核 性 既往 症 ノ申 デ肋 膜 炎(60.9%)ガ 最 大

敷 テ 占 メ テ ヰル｡

(13)家 族 歴 二結 核 牲 疾 患 テ有 スル モ ノノ、15.5%

轟相 當 シテ、 其 中肺 結 核 ガ 大 多 数 デ アル(44.4

%)ガ 漿 液膜 疾 患 ラ合 計 ス レバ50.7%ト ナ ツ テ

最 多数 トナ ル.

(14)肋 膜 炎 ノ27.2%二 他 ノ疾 患 ノ 合 併 テ 認 メ

テ、結 核 性 疾 患 過 半 鍬 ラ・占 メ(58.3%)、 肺 浸 潤

最 モ多 ク(55｡6%〉 、 非結 核 性疾 患 デ ハ蜘 贔 症 最

モ多 イ｡.

(15)赤 血 球 沈 降 速 度 二就 イ テハ ー般 晶 強 度促 進
儲

ガ認 メ ラ レテ、 漁 牲 及 肋 腹膜 炎 ニハ 強度 促 進 ノ

モ ノ最大 激 、 陳 薔 牲 及 其 他 デハ 強度 及 中等 度 促

進 ノ薮 同 ジ ク、 乾 性 デハ 中等 度 促 進 最 モ多 イ｡

(16)赤 沈 値 ノ正 常 叉 ハ 逞 延 テ示 ス モ ノデ ノ・比 較

的輕 快 スル モ ノ多 イ｡

(17)赤 沈 値 ノ恢 復 ニノ・、1ケ 月 テ要 スル モ ノ過

半撒 テ占 メ テヰ ル｡

(18)「ツ」皮 内反 慮 陽 性 率 ハ82.0%デ アル｡而 モ

11-20粍 ノ畿 赤 ラ有 スル モ ノ42.2%デ 最 モ多

イ｡

(19)「ツ」皮 内反 癒 陰 性 テ示 スモ ノ ノ死 亡 率 ノ・、

陽 性 テ示 スモ ノ ノ夫 レヨ リモ多 イ｡

(20)「ツ」反 慮 ト病 日 トノ關係

輕 快 例 畿 病 ノ初 期 「ツ」「ア レル ギー」ノ・張 盛 デ

アル ガ、病 機 ノ頂 上(15--21病 日)二 至 ツ テ低 下

シテ、恢 復 期 二 入 ッテ再 ビ増 強 スル傾 向 テ示 シ

テ ヰ ル｡

未治 例 強 反 慮 テ示 スモ ノナ クテ嚢 病 ノ初 期 カ

ラ病 期 ノ頂 黙 ニ至 ル迄 ハ 中等 反 慮 壇 加 スル ガ、

其 後 メ 弱 反 癒 ガ 大 多撒 テ占 メテ、 「ツ」「ア レル
ま

ギ・一」ノ・一般 二低 下 シテ ヰル｡

死 亡例 弱 反 癒 ラ示 シタ モ ノバ カ リデ、「ツ」「ア

レル ギー」ハ更 二著 シ ク低 下 シテ ヰル
、

(21)「ツ」反 慮 ト赤沈 値 トノ關 係 二於 イテノ、、 赤

沈 値 ノ促 進 二拉 行 シテ、 「ツ」弱 反 癒 ヲ示 ス モ ノ

壇 加 ノ傾 向 ガ アル｡

(22)「ツ」反慮 壇 強 スル モ ノデ ノ・、 赤 沈 値 ノ逞 延

スル モ ノガ(38.9%)、 促 進 スル モ ノ(11.1%)ヨ

リ多 ク、 「ツ」反 鷹 低 下 スル モ ノノ・、 赤 沈 値 促進

ス ルレモ ノガ(17.8%)、 遅 延 ス ル モ ノ(16、7%)ヨ

リモ多 イ｡

(23)経 過 良 好 デ輕 快 二赴 ク時 ハ 「ツ」反磨 低 下 ス

ル モ ノヨ リ、 檜 強 スル モ ノニ多 イ｡

(24)嚢 熱 商 イ時 ハ「ヅ」反 癒 弱 ク、平 熱 二近 ヅ ク

ニ随 ツテ 「ヅ」反 慮 ノ・強 化 ノ傾 向 ラ示 尤

(25)「ヅ」反 慮 弱 イモ ノノ・榮 養 不 良 ナル モ ノニ多

ク、 中等 及 強 反慮 テ呈 ス ル モ ノノ・榮 養良 ノモ ノ
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ノ方 二 多 イ.

〈26)退院 時 轄 編 ハ治 癒 輕 快80.9%、 未 治10.1

%、 死 亡8.9%デ ア ル｡

(27)登 病 カ ラ輕 快 退 院 二至 ル迄 二2ケ 月 ヲ要 ス

ル{ノ 最 モ多 イ(30.2%)｡

(28)嚢 病 カ ラ死 亡 二至 ル迄 ノ期 間 ハX3ケ 月 ノ

モ ノ最 モ多 ク{20.4%6ケ 月 以 内 ノモ ノラ通算
の

スル ト87｡2%ト ナ ルレ｡

〈29)死亡ハ 夏 季 二最 モ多 イ(27.3%)｡

(30)遠 隔 成 績 二於 イテ引 績 キ健 在 ノ、67.4%、 不

攣 ハ5.4%、 死 亡 ハ27.1%ヂ アル｡

(31)遠 隔 成 績 二於 イテハ 、灘 性肋膜 炎 ノ豫 後最

良 デ治 癒7L5%テ 示 シテ ヰ ル｡

(32)遠隔成績デハ雨測性 ノモノノ豫後最不良デ

ア ルレ.

(33)肋 膜 炎 嚢 症 後 結 核 ニ ヨ ツテ死 亡 シ タモ ノデ

1ケ 年 以 内 ノモ ノ46.4%ヲ 占 メ テ最 モ 多 イ,

(34)肋 膜 炎後 結 核綴 襲 ハ15-?5歳 ノモ ノニ多

クテ、73・1%ヲ 占 メルレ｡ ,

(35)死 亡 疾 患 ハ結 核 性 ノモ ノ多 ク、 其 中 肺 結核

ガ大 部 分 デ アル｡

欄 筆 二臨 ンデ恩 師 西 野 教 授 ノ御 指 導 拉 二御 校閲

二封 シテ深 ク感謝 ノ意 テ表 スル ト共 二、 教 室員

各 位 ノ御 助 カ ヲ謝 ス｡

(本統 計 ・・日本 學 術 振 興 會 第 八 小 委員 會研 究業

蹟 ノー蔀 デ アル)｡
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